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資料

汎用統計パッケージSPSSxのサブプログラム

1 9 8 3年、 sp s sは大幅に改定・強化され、 sp s s Xとしてリリースされた。本センター
においてもサーピスされており、その機能の豊富さと使いやすさから、利用されている方も多いこ

とと思われる。既に日本語マニュアル「新版SPSS"-I基礎編」 I)が出版さており、基本的な

機能については解説されている。しかし、多変量解析を中心として、多くのサプブログラムを紹介

したものが、英文マニュアルのほかになく、利用者は不便を強いられているようである。またその

ため、 sp s s. の利用に二の足を踏まれる場合も多いようである。
そこで今回、 SPSS澤lj用者の便を図るため、上記の日本語マニュアルに紹介されていないサ

ププログラムについて、その用法を中心に紹介することとした。基本的な槻能についての詳細は上

記マニュアルを参照されたい。また、その他の機能の詳細については、追って日本語マニュアルの

続編も出版される予定であるが、それまでは英文マニュアル 2, 3, <)を参照されたい。

(1)紹介するサププログラム

本解説でその用法を紹介するサププログラムは次のとおりである。なおTABLESは、利用者

が限られると思われるので今回は省略する。

ANOVA 多元配置の分散共分散分析

ONEWAY 

MANOVA 

HILOGLINEAR 

LOGLINEAR 

PROB IT 

PLOT 

PEARSON CORR 

PARTIAL CORR 

一元配置の分散分析

分散共分散分析

階層的対数線形モデル解析

対数線形モデル解析

プロピット

プロット（各種2次元図の作成）

ピアソンの相関係数

偏相関係数

REGRESSION 重回婦分析

DISCRIMINAT 判別分析

FACTOR 因子分析

PROXIMITIES 距離行列作成

ALSCAL 多次元尺度構成法

CLUSTER クラスター分析

QUICK CLUSTER 高速クラスー分析

NONPAR CORR 順位相関係数
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NPAR TESTS 

BOX-JENKINS 

RELIABILITY 

SURVIVAL 

ノンパラメトッリック検定

ボックス・ジェンキンス

信頼性解析

生存（表）分析

(2)サプコマンドなどの書式における表記法

［］はその中に書かれた事柄が省略可能であること示す。

｛｝ あるいは縦に並んだ （）は、その中からいずれかを選択すること示す。

・下線は標準値（省略時に自動的に採用される値）を示す。

［例］ LEVEL= (ORDINAL ([ .ill1lli] [SIMILAR])) 
{ INTERVAL(I 1または d)) l 
{ RATIO ({ 1または d}) l 
(NOMINAL } 

この例では、 LEVEいのパラメータとしてORDINAL,INTERVAL. RATIO. NOMINALの中から一つ選択し、

ORDINALにはさらに、その後に（）でくくってUNTIEまたはSIMILARが付加でき、 これは省略可能で

あることを示している。また、 ORDINALが選ばれUNTIEとSIMILARが省略されたときは、 UNTIEが標準

値として選ばれることを示している。

ー ANOVA: 多元配置分散共分散分析

ANOVAは多元配置分散共分散分析を行うとともに、MCA(多重分類分析）表を作成するプログラ

ムである。ただし独立変数が 1つの場合にはONEWAYを、また従属変数が複数（多重従属変数） の場

合、繰返しのあるデザイン、入れ子型のデザイン、および要因・共変量間の交互作用を処理する場

合はMANOVAを利用する。

1. 1 

ANOVA 従属変数リスト BY 独立変数リスト（最小値，最大値）．．．

[WITH 共変数リスト］／．．．

BYの左側に従属変数を、右側に独立変数を、 WITHの右側に共変数を書く。

ることにより、さらに分析リストを続けることができる。

スラッシュ［／］を付け

1. 2 オプション

欠損値定義を無視し、データを除外しない。

むケースは分折から除外され、使用されない。

このオプションを指定しなければ、欠損値を含

2

3

4

5

 

変数ラベルおよび変数値ラベルの印刷を省略する。

すべての要因間交互作用を無視する。

3要因間以上の交互作用を無視する。

4要因間以上の交互作用を無視する。
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6 5要因間以上の交互作用を無視する。

7 共変量と要因を同時に投入する。

8 共変量を要因の後に投入する。

9 一括投入型回帰分析的処理法を採用する。

10 階層的なステップダウン処理法を採用する。

11 8 0文字の幅で印刷する。

1. 3 追加統計

1 MC A (多重分類分析）表を作成する（オプション 9の場合を除く）。

2 共変量にたいする標準化されていない偏回婦係数を表に印刷する。

3 平均、度数の表を印刷する（オプション 9の場合を除く）。

1. 4 コマンドの編成例

ANOVA PRESTIGE BY REGION(l, 9) SEX, RACE(l, 2) WITH EDUC 

STATISTICS 2 

OPTIONS 10, 11 

2 ONEWAY: 一元配置分散分析

ONEWAYは一元配置の分散分析を行うサププログラムである。もちろんANOVAやMANOYAを使用し

ても一元配置の分散分析は可能であるが、 ONEWAYには多くの追加テストを含むという特徴がある。

すなわち、傾向(TREND)テスト、アプリオリな対比 (CONTRAST)テスト、さまざまな多範囲 (RANGE

S)検定などの槻能をもっている。

2. 1 一般書式

ONEWAY 従属変数リスト BY独立変数リスト（最小値、最大値）

[/POLYNOMIAL=最高次数][/CONTRAST=対比係数リスト］

[/CONTRAST= ... ] 

[/RANGES= {LSD } ({O. 05)) ] 
!DUNCAN) {alpha) 
{SNK } 
{TUKEYB) 
{TUKEY } 
{LSDMOD) 
{SCHEFFE) 
{It砂の値のリスト｝

[/RANGES= ... ] 

2.2 サプコマンド

POLYNOMIALサプコマンドによって、主効果（級間変動）を最高5次までのトレンド成分に展開で

きる。また、 CONTRASTサプコマンドにより、任意のグループ間の平均値の差を t検定することがで
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きる。 RANGESサプコマンドを使用すると、グループ平均のあらゆる組合せについて、差の検定を行

うことができる。

2.3 オプション

l 欠損値指定を無視する。

2 欠損値をリスト単位で排除する。

3 変数ラベルの印刷を省略する。

4 各グループの度数、平均、標準偏差をマトリックス出力する。

6 独立変数の変数値ラベルの先頭8文字をグループラベルとする。

7 オプション4の出力をマトリックス入力する。

8 度数、平均、プールされた分散、自由度をマトリックス入力する。

10レインジテストにおける全グループに対して調和平均を使用する。

2.4 追加統計

l 各グループごとに、度数、平均、標準偏差、標準誤差、最小値、最大値、平均に対する95%

の上側、下側信頼限界の印刷を行なう。

2 母数模型に対しては、標準偏差、標準誤差、平均の95%の信頼水準における両側信頼限界を、

変量模型に対しては、標準誤差、平均の95%の信頼水準における両側信頼限界、および推定級

間分散 (estimateof between-component variance)を印刷する。

3 グループ間の分散の均一性についての統計量（コクランの C、バートレット・ボックスの F、

ハートレイの最大分散と最小分散の比）を印刷する。

2. 5 コマンドの編成例

ONEWAY WELL BY EDUC6 (1. 6) 

POLYNOMIAL = 2/ CONTRAST = 2*-1. 2*1/ 

CONTRAST = 2*0, 2*-1, 2*1/ CONTRAST = 2*-1. 2*0, 2*1/ 

RANGES = SNK/ RANGES = SCHEFFE (. 01) 

STATISTICS ALL 

3 PLOT: プロット

PLOTは、 2次元の図を作成するプログラムである。散布図(scatterplot)、等値線図(contourpl 

ot)、重ね書き図(overlayplot)、回婦図(regressionplot)などが作成できる。プロット位置を示

す記号も、オプションによって選択できる。また縦軸、横軸の長さや縮尺も、自由に設定すること

ができる。

3. 1 一般書式

PLOT [HSIZEサプコマンド] [/VS I ZEサプコマンド］
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[/CUTPO!NTサプコマンド] [/SYMBOLSサプコマンド］

[/MISSINGサプコマンド] [/FORMATサプコマンド］

[/Tl TLEサプコマンド] [/HOR l ZONTALサプコマンド］

[/VERTICALサプコマンド］

/PLOTサプコマンド[/PLOTサプコマンド．．．］

PLOTでは、サプコマンドによって図の明細を指示する。かならず指定しなければならないのは、

PLOTサプコマンドだけであり、その他はすべてオプションである。

HS!ZE、VSIZE、CUTPOINT、SYMBOLS、MISSINGなどは共通サプコマンドと呼ばれ、それぞれ 1回し

か使用できず、かならずPLOTサプコマンドより前に置かなければならない。

FORMAT、TITLE、HORIZONTAL、VERTICALなどはローカルサプコマンドと呼ばれ、 PLOTサプコマン

ドとともに何度でも使用できる。ただしローカルサプコマンドの指定は、直後のPLOTサプコマンド

に対してのみ有効である。 PLOTサプコマンドは、かならず最後に置く。各サプコマンドは、必ず／

（スラッシュ）で区切っておく。

3.2 サプコマンド

(1) PLOTサプコマンド

［書式] PLOT=変数リスト WITH変数リスト [(PAIR)]

[BY変数名］［；変数リスト．．．］

キーワードWITHの左側の変数を縦軸、右側の変数を横軸とする図が作成される。キーワードPAIR

を使用すると、 WITHの左側のリストの第 1番目の変数と右側の第 1番目の変数、左側の第 2番目の

変数と右側の第2番目の変数、…というようにリスト順のペアが作られる。 PAIRを使用しない場合

には、左側の変数群と右側の変数群の全ての組合せについて、図が作成される。キーワードBYの後

ろにはコントロール変数を指定する。この場合、コントロール変数の変数値ラベルの 1番目の文字

がプロット位置を示すシンボルとして使用される。変数値ラベルがない場合には、変数値の 1番最

初の文字または数字が使用される。また等値線図のコンター変数もキーワードBYの後に置く。

(2) TITLEサプコマンド

［書式] TITLE ='文字列・

6 0字以内の文字列で、図に表題（タイトル）をつけることができる。

(3) VERTICAL、HORIZONTALサプコマンド

［書式] {VERT! CALまたは HORIZONTAL)= 「文字列．］

[STANDARDIZE] [REFERENCE (変数値リスト）］

[MIN (最小値）] (MAX (最大値）] [UNIFORM]] 

’文字列 縦軸• 横軸に40字以内でラベルをつけることができる。

MIN (最小値） 各軸の最小値を指定する。指定された値より小さいデータは図に含まれない。
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標準値は、データの最小値。

MAX (最大値） 各軸の最大値を指定する。指定された値より大きいデータは図に含まれない。

標準値は、データの最大値。

UNIFORM 各軸の尺度をそれぞれ統一する。

REFERENCE (変数値リスト） 各軸に対しそれぞれ 10本まで、参照のための垂線をひくことが

できる。

STANDARDIZE 変数値を平均0、標準偏差 1となるように標準化する。

(4) FORMATサプコマンド

［書式］ FORMAT= {DEFAULT) 
{CONTOUR[ ({10}) ]) 

{n) 
{OVERLAY } 
{REGRESSION } 

DEFAULT FORMATサプコマンドを省略するか、キーワードDEFAULTを指定すると、 2変数の散布

図が作成される。

CONTOUR 最高35段階までの等値線図を作成する。キーワードCONTOURの後の（）の中に、何

段階に分割するかを数字で指定する（標準値は 10)。コンター変数は連続変量でなけれ

ばならず、 PLOTサプコマンドのキーワードBYの後に指定する。

OVERLAY 1つの枠の中に最高20個までの図を重ね くことができる。ただし ること

ができるのは単純な散布図や回描図だけであり、コントロール変数やコンター変数を持つ

図は使用できない。重ねる図はPLOTサプコマンドの中で指定する。

REGRESSION 縦軸変数の横軸変数への回婦を計算し印刷を行なう。また散布図の枠と回怖直線と

の交点をRという文字を使って示す。この 2つのRを結んだものが回怖直線となる。

(5) HS I ZE、VSIZEサプコマンド

［書式］ HSIZE = {80} /VSIZE = {40} 
{n l {n l 

縦軸の長さ、および横軸の長さを指定する。デフォルト値は縦軸の長さ 40、横軸の長さ 80で

ある。

(6) SYMBOLSサプコマンド

［書式] SYMBOLS= {ALPHANUMERIC 
{NUMERIC 
「記号列'J,'重複点の記号列．］ ｝ 
{X'16進記可列.[, ● 重複点の16進記号列．］｝
{DEFAULT 

プロット位置を示す記号を、最高36種類まで指定することができる。ただしコントロール変

数を用いる図では、 SYMBOLSサプコマンドは適用されない。

ALPHANUMERIC 1-9までの数字と A-Zまでの英字、および＊印が記号として用いられる。
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したがって＊印は、その位置に 36以上のケースが重なっていることを示す。このセット

がデフォルトとなる。

NUMERIC 1 -9までの数字と＊印が記号として用いられる。したがって＊印は、その位置に

1 0以上のケースが重なっていることを示す。

・記号列［．＇重複点の記号］ アボストロフィーで囲むことによって、任意の記号のリストを

指定することができる。コンマの後に第2のリストを指定すると、第 1のリストの記号と

第2のリストの記号を重ね打ち（合成）した記号を使用する。第2のリストの記号には、

1 6進数またはキーボードの文字が使用できる。

x・16進記号列・[.. 重複点の16進記号列'] Xの後にアボストロフィーで囲んだ 16進数のリスト

を置くことによって 16進数の記号を指定することができる。コンマの後に第2のリスト

を指定すると、第 1のリストの記号と第2のリストの記号を重ね打ち（合成）した記号を

使用する。第2のリストの記号には、 16進数またはキーボードの文字が使用できる。

(7) CUTPO I NTサプコマンド

［書式] CUTPOINT = {EVERY(lまたはn)}
｛変数値リスト ） 

このサプコマンドを省略すると、ケース数が 1増加するごとに違った記号が割当てられる。 1ケ

ースごとではなく、あるまとまったケース数ごとに異なった記号を割当てたいときには、 CUTPOINT

サプコマンドを使用する。ただし、重ね図(overlayplot)や等値線図(contourplot)、またコント

ロール変数を持つ図には、適用されない。

EVERY(n) nケースごとに異なる記号が使用される。

変数値リスト 指定された変数値ごとに異なる記号が使用される。

(8) MISSINGサプコマンド

［書式] MISSING = [ {PLOTWISE)] [INCLUDE]] 
{LISTWISE) 

PLOTWISE 欠損値のプロット単位(plotwise)の除去。ある図（プロット）を構成する変数のどれ

かに欠損値がある場合、そのケースはその図から除去される。 MISSINGサプコマン

ドの指定が無い場合は、この欠損値処理方式が選択される。

LISTWISE 欠損値のリスト単位(1istwise)の除去。 PLOTサプコマンドで指定された変数のど

れか 1つにでも欠損値があれば、そのケースはすべての図（プロット）から除去される。

INCLUDE 欠損値定義を無視しすべてのデータを計算に含める。

3.3 コマンドの編成例

PLOT HSIZE = 38/ 

VS!ZE = 25/ 

SYMBOLS = •. —+oxOXNPX 拿 ·O#'I

大阪大学大型計算．機センターニュース -77 Vol. 18 No.2 1988-8 



TITLE='PRESSURE WITH WEIGHT'/ 

HORIZONTAL='WE!GHT IN POUNDS'/ 

PLOT= PRESSURE WITH WEIGHT/ 

FORMAT= CONTOUR/ 

TITLE='WEIGHT WITH AGE BY PRESSURE'/ 

HORIZONTAL='YEARS OF AGE'MIN(l5) MAX(85)/ 

PLOT= WEIGHT WITH AGE BY PRESSURE/ 

4 HILOGLINEAR 

HILOGLINEARは、度数分布表 (frequencytables)に対する階層的対数線形モデル(hierarchical

log-linear model)のパラメーターを推定するプログラムである。 HILOGLINEARは、繰返し比例当て

はめ法(iterativeproportional fitting algorithm)を使用するため、 LOGLINEARよりこのような

モデルにたいして効果的である。

4. 1 一般書式

HILOGLINEAR 変数リスト（最小値，最大値） ［変数リスト．．．］

[/MISSINGサプコマンド] [/CWEIGHTサプコマンド］

[/PR I NTサプコマンド] [/PLOTサプコマンド］

[/CRITERIAサプコマンド] [/METHODサプコマンド］

[/MAX ORDERサプコマンド］

[/DESIGNサプコマンド [/DESIGNサプコマンド／．．．］］

HILOGLINEARコマンドの変数名は、必ず指定しなければならない。サプコマンドは 8種類あり、

すべてオプションである。ある 1つのDESIGNサプコマンドに関係するサプコマンドは必ずDESIGNサ

プコマンドの前に置かなければならない。

4.2 サプコマンド

(1) DESIGNサプコマンド

［書式] DESIGN [=効果名 効果名＊効果名 ．．．］ 

階層モデルにおいては、高次の交互作用が存在することは、同じ変数についてより低次の交互作

用や主効果も必ず存在するということを意味している。したがって、 DESIGNサプコマンドである交

互作用を指定したとすれば、それはより低次の交互作用と主効果も同時に指定したことになる。た

とえば、

DESIGN= A*B*C D 

という指定は、 ABCの3次の交互作用、 AB、AC、BCの2次の交互作用、およびA、B、C、Dの各主効果を含

んだモデルであるということを意味する。
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DESIGNサプコマンドの後に何も指定しなければ、飽和モデル（全ての交互作用と主効果を含んだ

モデル）を選択したことになる。 1つのHILOGLINEARコマンドの中で、複数のDESIGNサプコマンド

の指定が可能である。

(2) CWEIGHTサプコマンド

［書式] CWEIGHT= {変数名 ｝ 
｛（マトリックス））

CWEIGHTサプコマンドは、あるモデルの各セルに対し、ウェイトづけを行う。あるモデルに対

し構造的な 0(structual zeros)を与えたり、新しい枠(margin)にあうように表を調整したりする

時に用いる。なお、アグリゲートデータに対するウェイトづけにはWEIGHTコマンドを用い、 CWEIGH 

Tサプコマンドは使用しない。各セルに対するウェイトづけの指定は、 CWEIGHTサプコマンドの後に

ウェイト変数を指定するか、括弧で囲まれたウェイトマトリックスを指定することによって行う。

(3) METHODサプコマンド

［書式] METHOD [ =BACKWARD] 

サプコマンドは、指定されたモデルから項減少法(backwardelimina-tion of terms)によって、”

最適(best)"なモデルを選び出す。このサプコマンドは、直後のデザインにのみ有効である。 METH

ODサプコマンドを省略すると、 DESIGNサプコマンドで指定されたモデルがテストされるだけで、モ

デル選択は行われない。

(4) MAXORDERサプコマンド

［書式] MAXORDER=k 

モデルにおける最高次元数の指定に用いる。 K次元以下の全ての交互作用と主効果を含んだモデ

ルを指定したことを意味する。

(5) PRINTサプコマンド

［書式] PRINT=[DEFAULT] [ASSOCIATION] 

[FREQ] [RES ID] [EST IM] [ALL] [NONE] 

PRINTサプコマンドを使用することによって、標準出力に含まれない統計値や図表を出力させた

り、標準出力の中の不用なものを省略することができる。

DEFAULT 標準出力。飽和モデル以外のモデルに対しては、 FREQおよびRESIDキーワードによ

る出力が行われる。飽和モデルに対しては、 FREQ、RESID、およびESTIMキーワードによる

出力が行われる。飽和モデルにおいては観測度数と期待度数は一致し、残差は 0となる。

FREQ 観測度数および期待度数の出力。

RES ID 残差および標準化残差の出力。

ESTIM 飽和モデルに対するパラメータ推定値の出力。

ASSOCIATION 飽和モデルに対して、各効果の部分的な結合を要求する。
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ALL 利用可能な全ての出力。

NONE デザインに関する情報とあてはまりのよさに関する統計値のみが出力される。

(6) PLOTサプコマンド

［書式] PLOT= [DEFAULT] [RES ID] 

[NORMPLOT] [NONE]] 

PLOTサプコマンドがないと、図は何も出力されない。キーワードがすべて省略された場合は、キ

ーワードDEFAULTを指定した場合と同じ図が出力される。

DEFAULT RESIDおよびNORMPLOTキーワードを指定した場合と同じ出力になる。

RESID 標準化残差を縦軸、観測度数および期待度数をそれぞれ横軸とする図が出力される。

NORMPLOT expected normal valueおよび偏差をそれぞれ縦軸とし、標準化残差を横軸とする

図が出力される。

NONE 何も出力されない。すでに使用されている PLOTサプコマンドの指定を、無効に

すために使用する。

(7) CRITERIAサプコマンド

［書式］ CRITERIA=[CONVERGE({O. 25})] [ITERATE({20})] 
{n } {n } 

[P({O. 05))] [MAXSTEPS({10})] [DEFAULT] 
{prob} {n } 

繰返し比例当てはめ法(iterativeproportional fitt-ing)やモデル選択を行うさいに使用する

基準値を指定する。

DEFAULT バラメータを標準値にもどす。標準値以外の値を指定したあとで、パラメータを

標準値にもどしたい時に用いる。

CONVERGE(n) 収束の基準値。 は0.25。

ITERATE(n) 最大繰返し回数。標準値は20。

P (n) X 2値の有意水準。標準値は0.05。

MAXSTEPS (n) モデル選択における最大ステップ数の指定。標準値は10。

(8) MISSINGサプコマンド

［書式] MISSING={LISTWISE} 
{INCLUDE } 
{DEFAULT } 

LISTWISE 欠損値のリスト単位の除去。

INCLUDE 欠損値定義を無視し全てのデータを計算に含める。

DEFAULT 欠損値の標準処理。

4.3 コマンドの編成例

HILOGLINEAR WATSOFT (1. 3) BRANDPRF PREVUSE TEMP (1. 2) / 
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PRINT= ALL/ 

PLOT= DEFAULT/ 

METHOD= BACKWARD/ 

DESIGN/ 

5 ALSCAL: 多次元尺度法

ALSCALはリリース 2. 1から利用できるもので、 Takane, Young and deLeeuw (1977)により提唱

され、後に Young, Takane and Lewyckyj (1978) により改良された交互最小 2乗法 (alternating

least-squares approach) を用いた多次元尺度法と展開法のプログラムである。 5つの異なるモ

デルの中の 1つを採用し、多次元空間上に刺激座標や重み付けを位置づける。適当なサプコマンド

オプションで多くの多次元尺度法や展開法モデルを指定できる。また、刺激座標、重み付け、変換

等を含んだ様々なプロットも可能である。 ALSCALは極めて柔軟なプログラムで計量多次元尺度法

(MDS) と非計量MDS、古典的MDS、反復MDS、重み付けMDS、展開法 (MDU)を一つのプログラムに統

合したものである。現在ではALSCALが個人差多次元尺度モデル (McGee, 1968; Carrol and Chang, 

19 70) と展開法モデル (Coombs, 1964; Young, 1972)、個人差を扱わない多次元尺度モデル (Tor

gerson, 1952; Sheperd, 1962; Kruscal. 1964; Guttman, 1968)、さらに外的基準のある多次元尺

度モデルや外部展開法モデル (Carrol, 1972)を統合した唯一の尺度構成プログラムである。 ALSC

ALはあらゆる種類の 2元データ（例えば単一の行列）や3元データ（例えば、幾人かの被験者おの

おのの行列）に適用できる。データは条件付きでも (conditionalor unconditional)、また繰り返

しがあるものでもないものでも、さらに欠損値の有無にかかわらず、処理が可能である。順序デー

タの同順位データはそのまま同順位にしておくこともできるし、順位関係をつけることもできる。

5. 1 一般書式

ALSCALの一般書式は次の通りで、最低指定しなくてはならないのは VARIABLESサプコマンドであ

る。これにより尺度化する変数を指定する。

ALSCAL VARIABLES=変数リスト［／サプコマンド／．．．］

他のサプコマンドはすべてオプションである。デフォルトとしてALSCALは2次元非計量ユークリ

ッド多次元尺度法解を求め、その際データは順序尺度で 1つ以上の正方対称行列からなっていると

仮定されている。プリント出力は自動的に各行列の欠損値の数、反復手続きによる YoungのS-STR

ESSの値の変化、各入力行列に対する 2つの当てはまりの測度(Kruskal のSTRESSと相関の平方、 RS

Q)、モデルが適切である場合の布置と重み付け、を含むものになる。

5.2 サブコマンド

入力、モデル、出力に関するオプションにおいて、様々なサプコマンドの指定が可能である。 AL

SCALのコマンドの後であればサプコマンドはどの様な順序でも良い。サプコマンドはサプコマン
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ドのキーワードで始まり、続いてイコール記号や指定内容を書かねばならない。サプコマンドを複

数指定する場合にはそれぞれをスラッシニで区切る。

(1) FI LEサプコマンド

［書式J FILE=handle名

FILEサプコマンドにより付加的データ、例えば、尺度化された行列に対する重み付け、あるいは

また刺激座標に対する初期布置、確定(fixed)布置を含んだファイルを読み込むことができる。 FIL

Eサプコマンドを用いる場合には FILEHANDLEを指定しなくてはならない。

読み込まれる行列や行列の値のタイプに関してオプションを後につけることが可能である。初期

布置には INITIAL、確定布置には FlXEDを指定する。連続的なALSCAL次元と対応する布置／重み

付けファイルの変数はDIMl.DIM2, ... DI Mrの変数名を持つことになる。ここで rはAしSCAL次元の最

大数である。ファイルはまた全ての行に数値タイプを示すための短い文字型変数(stringvariable) 

TYPEーを含む。刺激座標値は CONFIG、行刺激座標は ROWCONF、列刺激座標は COLCONF、そして被

験者重み付けと刺激重み付けはそれぞれ SUBJWGHTと STIMWGHTとして示すこと。 ALSCALは CONFI

Gと ROWCONFを区別せず受け入れる。 CONFIG.ROWCONF,COLCONF,SUBJWGHT,STIMWGHTをそのまま

いてもよいし、おのおのはじめの 3文字だけでもよい。

ファイル上の座標や重み付けのセットは CON.ROW.COL.SUB, ST! の順でなくてはならない。それ

らが適切な順序でファイル上に現われる限りALSCALは不用なタイプは読み飛ばす。

CONFIG[ (INITIAL)] 刺激布置の読み込み。布置／重み付けファイルが初期刺激座標

{ FIXED I を含んでいる。この種の入力は SHAPE=SYMMETRICか SHAPE=ASYMMETRlC、

あるいは行列中の変数の数がALSCALコマンド上の変数の数に等しい場合に適

切である。

ROWCONF[ {INITIAL)] 行刺激布置の読み込み。布置／重み付けファイルが初期行刺激座標を含

{ FIXED) んでいる。 SHAPE=RECTANGULARの場合にはこの指定が必要である。観測値の

数は INPUTサプコマンドで指定した行数と等しいか、 INPUTを指定しない

場合には距離行列ファイル(proximityfile)におけるケース数と等しいこと。

COLCONF[ {INITIAL)] 列刺激布置の読み込み。布置／重み付けファイルが初期列刺激座標を含ん

{ FIXED I でいる。この種のファイルは SHAPE=RECTANGULARで行列中の観測値数がALS

CALのコマンドにおける変数の数と等しい場合に入力となり得る。

SUBJWGHT[ {INITIAL)]被験者重み付け（行列）の読み込み。布置／重み付けファイルは被験者の

{ FIXED I重み付けを含んでいる。被験者一重み付け行列における観測値の数は距離行

列ファイルに於ける行列の数に等しくなくてはならない。被験者重み付けの

入力は、 MODEL=INDSCAL、MODEL=AINDSあるいは MODEL=GEMSCALの時のみ許

される。
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STIMWGHT[ {INITIAL) J刺激重み付けの読み込み。布置／重み付けファイルが刺激重み付けである。

{ FIXED l布置／重み付けファイルに於ける観測値数が距離行列ファイルに於ける行列

数と等しいときにのみこのオプションを指定できる。 この種の行列入力はMO

DEL=AINDSあるいは MODEL=ASCALのときのみ許される。

(2) INPUTサプコマンド

［書式］ INPUT = ROWS (ALL } 
(n)  

INPUTサプコマンドは矩形行列（行の数と列の数が異なる行列）

するものである。一般にALSCALは実行ファイルにおける各ケース

の読み込みかたをALSCALに指定

（これはデータ行列における一行

を表わしている）を一行単位に読み込むことになる。 もし矩形行列を読み込む際に INPUTサプコ

マンドを用いない場合には入力行列の一行が各ケースに対応していると仮定される。データ行列が

複数のデータ行列から成るのではなくそれ自体で一つのデータを構成しているなら ALLを指定し、

ファイルに複数の入力矩形行列がある場合には各行列の行数を nで指定する。全行数がnで割られ

自動的にそのデータ行列に含まれる行列の数が求められる。

(3) SHAPEサプコマンド

［書式］ SHAPE= {SYMMETRIC } 
{ASYMMETRIC } 
{RECTANGULAR) 

SHAPEサプコマンドは尺度化する入力行列の形式を指定するものである。指定する形式は次のよ

うに、対称行列、非対称行列、矩形行列のいずれかである。

対称行列。 これはデフォルトである。SYMMETRIC 

ASYMMETRIC 非対称行列。行列の上三角部分と下三角部分の対応成分が異なる行列。対角成分は

無視される。

RECTANGULAR矩形行列。行と列は異なるアイテムを表わしている。

(4) LEVELサプコマンド

［書式］ LEVEL = { ORDINAL ([ !!. 凡ill] [SIMILAR])} 
{ INTERVAL({ 1 または d}) ) 
{ RATIO ({ 1 または d)) } 
{ NOMINAL)  

LEVELサプコマンドは行列内の測度の水準、即ち、順位尺度、間隔尺度、比尺度、名義尺度の水

準を指定するものである。オプションとして間隔尺度と比尺度には多項式変換(polynomialtransf 

orma ti on) の次数を指定できる。次数は LEVEL=INTERVALあるいは LEVEL=RATIOの後の括弧の中

に (d)の形で、数字で指定する。 dには 1から 4までの整数を指定できる。デフォルト値は 1で

あり、これは線型変換に対応している。

ORDINAL[([UNTIE] [SIMILAR])] 順位水準データ。デフォルトである。データは Kruskal(19 

64) の最小2乗単調変換(1east-squares monotonic transforrna ti on)により順位として扱
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われる。この分析は非計量（ノンメトリック）である。かっこ内のパラメータを省略する

と、分析を通して同順位データを同順位のままとし、データは非類似性として扱われる。

順位データを連続醤と見なしたいのであれば SIMILARオプションを指定すればよい。

INTERVAL[(d)] 

RAT!O[(d)] 

NOMINAL 

間隔水準データ。古典的な回帰技法を用いて計量的分祈が行われる。

比水準データ。間隔水準と同様、計量的分祈が行われる。

名義水準データ。 Takane. Young, and deLeeuw (1977)の最小2乗カテゴリカ

ル変換を用い、データを名義水準として扱う。名義水準データの非計羅分析にこの指定を

行う。

(5) CONDITIONサプコマンド

［書式］ CONDITION= { MATRIX } 
I ROW 
{ UNCONDITIONAL } 

条件性(Conditionality)とはデータセット内の数字が比較できない状態を言う。 CONDITIONサプ

コマンドは尺度化するデータ行列が条件付きであることを指定するものである。

MATRIX 数字の意味が被験者に関して条件付きである。これはデフォルトである。

ROW 数字の意味が行に関して条件付きである。各行列の行内の数字間でのみ比較か

意味を持つ。この指定は非対称データあるいは矩形行列データに対してのみ適当で、 MODE

L=ASCALあるいは MODEL=A!NDSの場合は指定できない。

UNCONDITIONAL 数字の意味が条件付きではない。入力行列に於ける全ての値の比較が意味を持

つ。

(6) MODEL (METHOD)サプコマンド

［書式］ {MODELまたは METHOD}={EUCLID) 
{ INDSCAL} 
{ASCAL) 
{AINDS) 
{GEMS CAL) 

MODELサプコマンドは分析のための尺度化モデルを指定するためのものである（キーワード METH

ODを MODELの代わりに用いることもできる）。 5つの尺度化、展開モデルのタイプからいずれか

を指定できる。

EUCLID ユークリッド距離モデル。このモデルはデフォルトである。

l NDSCAL 個人差（重み付け）ユークリッド距離モデル。 ALSCALはCarroland Chang (1970)が提

案した重み付き個人差ユークリッド距離モデルを使ってデータを尺度化する。

ASCAL 非対称ユークリッド距離モデル。このオプションは Young(1975b)が提案したユーク

リッドモデルである。

AJNDS 非対称個人差ユークリッド距離モデル。このオプションはYoung(1975a)の非対称ユー

クリッドモデルと Carroland Chang(l970) が提案した個人差モデルを組み合わせたもの
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である。

GEMSCAL 一般化ユークリッド計量個人差モデル。

(7) CRITERIAサプコマンド

［書式] CRITERIA=(NEGATIVE] [CUTOFF {O}] [CONVERGE{. 001}] 
{c} { c} 

[ ITER {30}] [STRESSMIN {. 005}] [NOULB] 
{ni} { s} 

[DI MENS { 2 } ] [DIRECTIONS(r)] 
{min[. max] l 

[TIESTORE(n)) 

CRITERIAサプコマンドは尺度化するモデルの諸点を指定し、尺度化の解の収束基準を設定する

ものである。 ALSCALはS-STRESSと呼ばれる適合基準を最小化するようデザインされた反復アルゴリ

ズム (iterativealgorithm)である。 ALSCALはS-STRESSの改善が CONVERGEの値以下になるか、反

復回数が最大になるか、あるいはS-STRESSの値が最小値に達するまで反復計算を繰り返す。

CONVERGE (c) CONVERGEをcに設定する。これは一回の繰り返しでS-STRESSがどれほど改善さ

れたかの基準である。デフォルトではCONVERGE=0.001である。 CONYERGE=Oの場合には l

TERオプションで違う値を指定しない限り、 30回の反復計算か行われる。

lTER(ni) 反復の最大回数をniに設定する。デフォルトは30である。 STRESSMIN(s)最小ストレ

スを sに設定する。デフォルトではS-STRESSの値が 0.005以下になると反復計算は自動

的に終了する。 STRESSMINには 0から 1までの値を設定できる。

NEGATIVE 個人差モデルで負の重み付けを認める。デフォルトでは重み付けが負の値をとるこ

とは許されない。

CUTOFF(c) 欠損値として距離を処理する際の打ち切り値を Cに設定する。

デフォルトでは負の類似性（あるいは非類似性）は全て欠損値として処理され、 0と正の

類似性は欠損値として扱われない (CUTOFF= 0)。CUTOFF値を変えることでその値以上

の類似性は欠損値として扱わないように指定できる。ユーザー指定の欠損値とシステム欠

損値は CUTOFF指定に関係なく欠損値と見なされる。

NOULB 欠損値の上界と下界(upperand lower bounds)の推定を行なわない。デフォルトで

は初期布置を計算するために上界と下界の推定が行われる。

DIMENS(min[,max])尺度解 (scalingsolution) の最小次元数と最大次元数を設定する。

デフォルトでは 2次元の尺度解が計算される。最小数と最大数は 2から 6までの整数値で

あること。括弧の中に一つだけ整数値を指定してもよい。

DIRECTIONS(r) 一般化ユークリッドモデルにおける主方向 (principaldirection)数を rに

設定する。このオプションは MODEL=GEMSCAL以外では効果を持たない。主方向数は 1か
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ら DIMENSオプションで指定した次元数までのいずれか正の整数となる。デフォルトでは

方向数は次元数に等しく設定される。

TIESTORE(n) 同順位処理に必要な記憶容薗 (storage) をnに設定する。このオプションは

順位データにおける同順位処理に必要な記憶容量を指定するものである。デフォルトでは

nは1000か行列のセル数、いずれか少ない方に設定される。これで不十分な場合にはより

多くの容量が必要であるというメッセージを出してALSCALは終了する。

(8) PRINTサプコマンド

［書式] PRINT = [ DATA ] [ HEADER ] [ INTERMED ] 

標準以外の出力を指定するためには PRINTサプコマンドを利用する。

DATA 入カデータのプリント。

INTERMED 尺度化プロセスにおける中間ステップの印刷。素データ、欠損値パターン、欠損値

の推定がなされたデータ、規準化されたデータや平均、推定された加算定数を持つ平方デ

ータ、各個人のスカラー積、など印刷される。

HEADER ヘッダーページのプリント。この指定をすると、以下に述べるその分析に於けるデ

ータ、モデル、出力、アルゴリズムそれぞれのオプションリストがプリントされる。

Data Options 行と列の数、行列の数、尺度のレベル、データ行列の形、データのタイ

プ（類似性か非類似性か）、同順位は同順位のままか、あるいは同順位でないよ

うにするか、条件性、データ打ち切り値、が含まれる。

Model Options 指定したモデルタイプ(EUCLID. I NDSCAL, AS CAL, A INDS, GEMS CAL)、次

元の最小値と最大値、負の重み付けが許されているか、が含まれる。

Output Options 出カオプションにはプリント出力がジョプオプションヘッダ(jobopt io 

n header) とデータ行列を含むか否か、布置と変換のプロットをしたか、出カデ

ータセットを作ったか、初期刺激座標、初期列刺激座標、初期被験者重み付け、

初期刺激重み付けなどを計算したか、が含まれる。

Algorithmic Options 最大反復回数、収束基準、最大S-STRESS値、上界と下界により欠損

値が推定されているか否か、順位データにおける同順位処理に割り当てられてい

る記憶容量が含まれる。

(9) PLOTサプコマンド

［書式] PLOT=[ DEFAULT) [ ALL) 

多次元尺度解をプロットする。

DEFAULT 標準ののプロットを行なう。刺激座標のプロット、行列重み付けのプロット (MODEL

= INDSCAL. MODEL=AI NDS. MODEL=GEMSCALの場合。 MODELサプコマンド参照）、刺激重み付

大阪大学大型計算機センターニュース 86 - Vol. 18 No.2 1988-8 



けのプロット (MODEL=AINDS, MODEL=ASCALの場合）、がある。さらにデフォルトではデ

ータとモデルの間の線型適合度のプロット、データのタイプによっては非線型適合度やデ

ータ変換のプロットも含まれる。 ALSCALはd*(d-1)/2ページに剌激空間をプロットし、要

求された場合には被験者の各重み付け空間も同じスペースでプロットする。ここで dは解

に於ける次元数である。

ALL 各行列に対する刺激空間のプロット。 PLOT=ALLを指定することにより各被験者のデ

ータ変換のプロット (CONDlTI ON=MA TR IXあるいはデータが名義尺度、順位尺度の場合）、

各行 (CONDITION=ROWの場合）に関するプロット、重み付けモデルに関しては各被験者の

重み付け空間のプロット、が得られる。このオプションでは、特に CONDITION=ROWの場

合、出力が数千ページに及ぶこともある。

(1 0) OUTFILEサプコマンド

［書式] OUTFILE=handle名

handle名で指示したシステムファイルに、座標と重み付け行列を保存する。システムファイルは

TYPE_で名付けられた英数字（短い文字型）変数を持ち、各行の値の種類を示している。数字変数

DIMENSは次元の数を、数字変数 MATNUMは各座標セットが対応する被験者（行列）を、また変数

DIMl. DIM2 ... DI Mrはモデルの r次元に対応する変数を示している。分割ファイル(split-file)の

変数値もまたこのファイルに含まれる。

以下のリストは 7種のALSCALのファイル出力である。各識別子(identifier)のはじめの 3文字だ

けがシステムファイルの変数 TYPE_に書き込まれる。例えば、 CONFIGなら CONになる。

CONFIG SHAPE=SYMMETRICあるいは SHAPE=ASY幽ETRICに対する刺激布置座標

ROWCONF SHAPE=RECTANGULARに対する行刺激布置座標

COLCONF SHAPE=RECTANGULARに対する列刺激布置座標

SUBJWGHT MODEL=INDSCAL.MODEL=AINDS.MODEL=GEMSCALに対する被験者（行列）重み付け

FLATWGHT MODEL=INDSCAL.MODEL=AINDS,MODEL=GEMSCALにおける平坦化被験者（行列）重み付

iナ(flattenedsubject(matrix) weights) 

GEMWGHT MODEL=GEMSCALに於ける一般化重み付け

STIMWGHT MODEL=ASCAL. MODEL=A INDSに於ける刺激重み付け

5.3 制限事項

1 次元数は最大6まで。

2 データに重み付けを行うことはできない。

3 一課題(apartition)で扱えるデータ数は32,767まで。

5.4 コマンドの編成例

［例 1] ALSCAL VAR I ABLES =変数リスト
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/INPUT= ROWS(8) 

/SHAPE= RECTANGULAR 

/CONDITION= ROW 

/LEVEL= !NTERVAL(Z) 

/MODEL = EUCLID 

この例では 1行が 1ケースに対応しており、行列が8行からなることを示してい
る。

データ行列は矩形で行内でのデータ比較のみが意味を持つ。この場合は次
数が2なので、 1次と 2

次の項を持つ多項式変換を意味している。モデルとしてはユークリッド距離
モデルを採用している。

［例 2] ALSCAL VAR l ABLES =変数リスト

/SHAPE= ASYMMETRIC 

/LEVEL= ORDINAL 

/MODEL= ASCAL 

/FILE = FIRST CONFlG(FIXED) ST!MWGHT(lNITIAL) 

この例では刺激座標が固定値として、刺激重み付けは純粋に初期値として読
み込まれる。

［例 3] ALSCAL VAR l ABLES =変数リスト

/SHAPE= RECTANGULAR 

/INPUT= ROWS 

/CONDITION = ROW 

/FILE= OUTSET ROWCONF 

上のコマンドでは OUTSETが行刺激布置を含んでいることを示している。距離
行列ファイルは矩

形であり、各ケースはデータ行列一行に対応している。そして行列の行内
での値の比較のみが意味

を持っている。

6 PROXIMITIES: 距離行列作成

PROXIMITIESはデータを距離行列、類似性データ行列、非類似性データ行列に変
換するサププロ

グラムである。ケース間、あるいは変数間の距離測度をユークリッド距離を
はじめとする様々な尺

度に変換、規準化できる。扱える原データは連続菫データ、度数データ、
2値データいずれでもよ

い。出力は一般的な行列の形の他、 MDSで必要とされることが多い入カデータの
三角行列とするこ

とも可能である。出力結果はそのままCLUSTER、FACTOR、ALSCALの入カデータと
して用いることか

できる。特にさまざまなMDSプログラムと等価なアルゴリズムを実現できるAしS
CALの使用者には有

益なサププログラムと思われる。

6. 1 一般書式

PROXIMITIES 変数リスト/MISSINGサプコマンド／
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6.2 

READサプコマンド/STANDARDIZEサプコマンド／

VIEWサプコマンド/MEASUREサプコマンド/IDサブコマンド／

PRINTサプコマンド/WRITEサプコマンド／

OUTFILEサプコマンド

サブコマンド

(1) Ml SS I NGサプコマンド

［書式］ MISSING= {INCLUDE) 
{LISTWISE} 

LISTW!SEなら欠損値を持つケースを表単位に処理から除く （デフォルト）。 INCLUDEだとユーザ

定義の欠損値を処理に含める。 このオプションでは、 システムの欠損値のみが表単位で除去される。

(2) READサプコマンド

［書式］ READ = [SIM I LAR] [ {SOUARE } ] 
{TRIANGULAR 
{SUBDIAGONAL 

READサプコマンドは距離行列作成のための行列の入力を指示するものである。類似性データ、非

類似性データのラベルを与え、行列の形式を指定する。 SIMILAR指定で類似性データであることを

指示し、 TRIANGULARは、入力行列が対角要素を含む下三角行列であることを、またSUBDIAGONALは、

対角要素を含まない下三角行列であることを指示する。 SQUAREはデフォルトで、入力行列は正方行

列と見なされる。 TRIANGULAR行列は下三角行列であること。対角要素が含まれる。

(3) STANDARDIZEサプコマンド

［書式］ STANDARDIZE= [{VARIABLE}J[{Z }] 
{CASE } {SD } 

{RANGE } 
{MAX } 
{MEAN } 
{RESCALE} 
{NONE } 

STANDARDIZEサプコマンドはデータの規準化方法を指定するものである。各変数ごとに規準化す

るか、各ケースごとに規準化を行なうかをはじめに指定し、次に規準の仕方を指定する。デフォル

トでは変数ごとに平均0、標準偏差1のZ得点になるように規準化を行う。 ただし、 STANDARDIZE

サプコマンド自体を指定していない場合には NONEがデフォルトになり、規準化は行なわれない。

デフォルト以外の規準化方法としては

SD 

RANGE 

MAX 

MEAN 

RESCALE 

標準偏差が1になるように規準化を行う。

レンジが1になるように規準化を行う。

最大値が1になるように規準化を行う。

平均が1になるように規準化を行う。

データが0から 1の範囲になるように規準化を行う。
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がある。いずれも割り算の処理がなされるので、もし 0で割るような場合には注意が必要である。

0で割るということが生じた場合には各方法により対処法が異なる。詳細はの英文マニュアルを参

照すること。

(4) VIEWサプコマンド

［書式］ VIEW = ICASE } 
I VARIABLE} 

VIEWサプコマンドは、ケース間の距離を求めるのか、変数間の距離を求めるのかを選択するため

のものである。省略された場合にはケース間の距離 (CASE)が選択される。

(5) MEASUREサプコマンド

［書式] MEASURE = [ {測度）] [ABSOLUTE] [REVERSE] [RESCALE] 

MEASUREサプコマンドではどの測度を用いるか（測度）、および出カデータの変換を指定する。

変換方法次の 3つがあり、並べた順にしたがってデータは変換される。

ABSOLUTE 距離の絶対値を採用する。

REVERSE 類似性を非類似性に、あるいはその逆に非類似性を類似性にする変換を行う。

RESCALE 0から 1の範囲に距離の値を再スケールする。 RESCALEでは始めにデータから

最小値を引き、次にレンジで割ることで距離を規準化する。

連続量に対する測度

NONE 距離測度の計算を行わない。 READサプコマンドを用いて既存の距離行列

を入力するときにのみ使う。

EUCLID ユークリッド距離。デフォルトである。

SEUCLID 平方ユークリッド距離(SquaredEuclidean distance)。

CORRELATION 相関。

COSINE 方向余弦(Cosineof vectors of values)。類似性の測度である。

CHEBYCHEV チェピシェフの距離。

BLOCK 市街距離。

MINKOWSKI (p) ミンコフスキーのパワー距離。

度数データに対する測度

CHI SQ 2つの度数の等しさに関する Xz検定

PH2 度数間の ¢2検定

2値データに対する測度

オプションとして 2つの整数値パラメーター、 p(present)とnp(notpresent)が指定できる。

もし両方のバラメーターを指定すると始めの値を特性が存在している指標として、第 2番目

の値を特性が無い指標として見なされる。それ以外の数値は無視される。
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ラッセルとラオ (Russeland Rao)の類似性測度。RR[(p[ np])J 

SM[(p[ np])] 単純対応類似測度(Simplematching similarity measure)。

JACCARD[ (p[ np])] JACCARD類似性測度。

DICE[(p[ np])] DICE(or Czekanowski or Sorenson)類似性測度。

SS![(p[ np])J Sokal and Sneathの類似性測度1。

RT[(p[ np])J Rogers and Tanimotoの類似性測度

SS2[(p[ np])J Sokal and Sneathの類似性測度2。

Kl[(p[ np])J Kulczynskiの類似性測度 1。

SS3[(p[ np))J Sokal and Sneathの類似性測度3。

条件付き確率

K2[(p[ np)] Kulczynskiの類似性測度 2。

SS4[(p[ np])] Sokal and Sneathの類似性測度4。

HAMANN[(p[ np])] Hamann類似性測度。

予測性測度 (PredictabilityMeasures) 

LAMBDA[(p[ npJ)] グッドマンとクラスカルのラムダ測度； Goodman and Kruscal lambda。

D [ (p [. np]) J Anderbergの D。

Y[(p[, np])] Yuleの結合(colligation)Y係数。

Q[(p[,np])] Yuleの Q。

その他の 2値測度

残りの 2値測度は連続変数に対しての 2値測度と等価な連関測度か、あるいはアイテム間の

関連に関する特殊な特性を持った測度である。

OCHIAI [(p[. np])] : Ochiaiの類似性測度。

SS5[(p[. np])] : Sokal and Sneathの類似性測度 5。

PHl[(p[.np])] : 四分点相関係数

BEUCLID[(p[. np])] : 2値ユークリッド距離。

BSEUCL ID [ (p [, np])] : 2値平方ユークリッド距離

SIZE[(p[.np])] : サイズ差測度。

PATTERN[(p[.np])) : パターン差測度。

BSHAPE[(p[,np])] : 2値形状差測度(Binaryshape difference)。

DI SPER [ (p [. np]) ] : 散らばり類似性測度(Dispersionsimilarity measure)。

VARIANCE[ (p[, np])] : 分散非類似性測度(Variancedissimilarity measure)。

BL訓N[(p[,np])] : Lance-and-Williamsのノンメトリック非類似度。 Bray-Curtis

ノンメトリック係数としても知られている非類似性測度である。
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(6) IDサプコマンド

［書式J ID=変数名

IDサプコマンドはケース識別用の文字型変数を指定するために用いられる。識別子(identifier)

として、ファイル中のどの文字型変数も指定できる。 PROXIMITIESはこの変数の値によって、出力

におけるケースを識別する。省略時は、ケースナンバーだけでケースを識別する。

(7) PR I NTサプコマンド

［書式] PRINT= {PROXIMITIES} 
{NONE 

常に計算される測度名とケース数のプリントに加えて、 PRINTサプコマンドで距離行列のプリン

トを指定できる。 PROXIMITIESアイテム間の距離行列をプリントする（デフォルト）。 NONE距離

行列をプリントしない。

(8) WRITEサプコマンド

［書式] WRITE=PROXIMITIES 

闘 ITEサプコマンドを用いて、計算された距離行列を出カファイルに保存できる。

(8) OUTFILEサプコマンド

［書式] OUTFILE= { * } 
{-handle} 

計算された距離行列を出力するファイルを指定する。 SPSSスシステムファイル、あるいは実行フ

ァイルにセープできる。パラメータになにも指定しないかアスタリスクを指定すると、距離行列と

分割ファイル変数(split-filevariables)を実行ファイルに書き出す。 ALSCALではこの新しい

ファイルを距離行列の入力として、直接に用いることができる。別のsrssx、ンステムファイルに書

き出すためには、 OUTFILEサプコマンドでファイルを指定しなくてはならない。もし、 VIEW=VARIA

BLE (VIEWサプコマンド参照） ならば、新たなファイルの変数は元の変数の変数名とラベルを持つ

ことになる。また、 VIEW=CASE(標準値）ならば新たなファイルの変数名は CASEl. CASE2, ..... C 

ASEnとなる。ここで nはファイルのケース数、あるいは分割されたファイル上のグループのケー

ス数である。新たなファイルでは分割ファイル変数の変数名と値は無視される。

6.3 制限事項

l 係数を計算するアイテム（ケースや変数）の数、ケース数が増大するに従い、

は急激に増加する。 PROXIMITIESは素データをメモリー内のカレント分割ファイル (currents 

plit-file group in memory)に蓄えている。距離行列 る場合にはケースと下三角行列

を保存している。 BOKバイトの作業領域では、 150のケースをわずかな変数を用いてしか距離計

算できないかもしれない。ケースや変数が多いときは、相当に大きい作業領域が必要である。

2 PROXIM!TlESは係数を計算する際にケースに対する重み付けを無視する。
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7 QUICK CLUSTER: クイック。クラスター

大規模な数のケースを指定したグループ数に効率よくクラスター化するためにQUICK CLUSTERを

利用できる。 QUICKCLUSTERのアルゴリズムではクラスター変数の値を基にクラスターの中心(cent

ers)を見出し、最も近いケースから中心に割り当てていく。 QUICKCしUSTERは2. 0版から利用で

きる。ケースをクラスター化した後で、 QUICKCLUSTERでは最終クラスターの中心と各クラスター

のケース数を印刷する。またQUICKCLUSTERでは各ケースがどのクラスターに所属するか(cluster

membership)も表示する。引き続いての分析や報告のために、最終クラスター中心、各ケースの分

類、仮の (interim)分類クラスター中心からの距離を保存して置くことができる。

QUI CK CLUSTERアルゴリズムのデフォルトである NOINITIALオプションを指定すると McQueenの

k—平均クラスター法と等価なアルゴリズムになる。

7. 1 

QUICK CLUSTERの書式は次のとおおりである。

QUICK CLUSTER 変数リスト [/MISSINGサプコマンド／

READサプコマンド/INITIALサプコマンド/CRITERIAサプコマンド／

PRINTサプコマンド/WRITEサプコマンド/SAVEサプコマンド］

変数リストのみ必須で、他にサプコマンドにより、 7つのオプションを好きな順に指定できる。

7.2 サブコマンド

(1) MISSINGサプコマンド

［書式］ MISSING= (L!STWISE } [INCLUDE] 
{PAIR附!SE
{DEFAULT 

欠損値を持つケースの扱いを変えることができる。

LISTWJSE 欠損値を持つケースを表単位に除く。 DEFAULTを指定することでこのデフォルト処

理を明示できる。

PAIR胄!SE

INCLUDE 

欠損値を変数の組合せ単位(pairwise)に除く。

使用者定義の欠損値を計算に含める。

(2) READサプコマンド

［書式］ READ= [IN IT I AL] 

初期クラスター中心を行列入カファイルから読み込むには READサプコマンドを用いる。オプシ

ョンとしては READのすぐ後にキーワード IN!TlALを指定できる。もし、固定書式の行列入力を

行なう場合には、 5F16.5の書式で皆同じく

(3)INITIALサプコマンド

［書式］ INITIAL=数値のリスト

かれているものと見なされる。

プログラム中で初期クラスター中心をセットするには INITIALサプコマンドを用いることがで

大阪大学大J腔計算機センターニュース -93 Vol. 18 i'io.2 1988-8 



きる。要求するクラスターの数だけ各クラスター変数についての値を与えなくてはならない。

［例] QUICK CLUSTER A B C D 

/CRITERIA= CLUSTER(3) 

/INITIAL = (13 24 1 8 7 12 5 9 10 18 17 16) 

この例では、 4つのクラスター変数を指定し、 3つのクラスターを要求しているので 12の数値

を与えなくてはならない。初めの初期クラスター中心は変数Aについては 13, Bについては 24、

CとDについてはそれぞれ 1と8になる。

(4) CRITERIAサプコマンド

［書式] CRITERIA=[ CLUSTER ({2)) ] [ NO INITIAL ] [ NOUPDATE ] 
{k) 

CRITERIAサプコマンドを用いて、クラスターの数やオプションの数を指定できる。

CLUSTER(k) クラスターの数。 Kによってケース数が割り当てられるクラスター数を指定する。

デフォルトは 2つのクラスターである。

NO INITIAL 初期クラスター中心を選択しない。このキーワードでは初期中心として欠損値な

しの初めの Kケースを用いることを指定するものである。

NOUPDATE クラスター中心を更新しない。このオプションにより、迅速なクラスター化が可

能になる。しかし、結果はデフォルトによるものほど良いものではない。以前にクラスター

化した結果を基にケースを分類するような場合にはこのオプションが使える。

(5) PRINTサプコマンド

［書式] PRINT=[INIT!AL] [CLUSTER] [ID (変数名）］

[DISTANCE] [ANOVA] [NONE] 

印刷出力に対して以下の指定を行なう。

INITIAL 初期クラスター中心の印刷。デフォルトである。

ID (変数名） ケースに対する同定変数(Identifyingvariable for cases}。ファイル上の変数

を識別子(identifier)として用いることもできる。 QUICKCLUSTERではこの変数の値を出力

に於けるケースを識別するために用いる。デフォルトではケース番号をケースの識別に用い

る。

CLUSTER クラスターの所属(Clustermembership)の印刷。

DISTANCE 最終クラスター中心間の距離の印刷。

ANOVA 各クラスター変数に関する単一F検定の印刷。このF検定は単に記述的なもので

ある。クラスター間に差がないとする帰無仮説を検定するためのものとして結果の確率を解

釈すべきではない。ケースはクラスター化する変数について差が最大になるように組織的に

クラスター化されているのである。
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NONE 条件付きではない出力(Unconditionaloutput)。 SPSSXの2. 1版から利用で

きるようになった。分類と最クラスター中心、各クラスターのケース数、のみを印刷する。

他の指定は全て無視される。

(6) WRITEサプコマンド

［書式] WRITE [=FINAL] 

WRITEサプコマンドを用いることにより、出カファイルに最終クラスターの中心行列を保存でき

る。オプションとして WRITEの後に、キーワード FINALを指定することもできる。出力書式は5F

16. 5となる。

(7) SAVEサプコマンド

［害式] SAVE=[CLUSTER (変数名） ] [DISTANCE (変数名）］

ケースのクラスター所属と分類クラスター中心からの距離を、新しい変数として実行ファイルに

保存する。

CLUSTER(変数名） クラスター所属の保存。保存された変数は各ケースが所属するクラスター

を示す整数値になっている。値は 1からクラスター数までである。

DISTANCE(変数名） 最も近い分類クラスター中心からの距離を保存する。

8 SURVIVAL: 生存（表）分析
SURVIVALは生存表(1ife table)の産出、生存関数のプロット、サプグループの比較を行なうもの

である。グラフィック装置や他のプログラムで使用できるように出カファイルを作成できる。生存

分析は従属変数が初期事象(initialevent)と終末事象(terminationevent)の間の時間間隔(time 

interval)を表わしているときに有用である。このタイプの分析は医学研究で最も頻繁に行われ

る。病気の発見が初期事象であり、患者の死亡が終末事象である（従い、文字どおりの生存）。結

婚から第一子誕生までの時間や同じ会社での採用年数のような他の事象を研究するのにも利用でき

る。中途打ち切り観測値(CensoredObservations) (終末事象が分析時点までに生じていないとか、

他の原因での死亡や連絡を取り続けられなくなったとかで研究から抜けてしまうことで生じる）も

欠損値としては扱わず、中途打ち切りではない観測値の両方を生存時間の計算に利用する。生存得

点(SurvivalScore)、統計量 D (statistic D) (D統計量が大きいほど、サプグループは異なる

生存分布からのものである可能性が高い）、 Dの有意水準、リストされた各変数について生存表（］

ife table)、生存関数のプロットと特定のサプグループの比較、を出力できる。また、他のプログ

ラムで利用できるように生存表をファイルに書き込むことができる。

8. 1 . . 

SURVIVAL TABLESサプコマンド/INTERVALSサプコマンド／
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STATUSサプコマンド[/... J 

[/PLOTSサプコマンド][/COMPAREサプコマンド］

8.2 サブコマンドと書式

(1) TABLESサプコマンド

TABLES=変数リスト[BY独立変数リスト（最小値、最大値）・・・］

[ BYコントロール変数リスト（最小値、最大値）・・・］

TABLESサブコマンドは、分析に含めたい生存変数とコントロール変数をリストするために使わ

れる。一次のコントロール変数と生存変数を区別するためにキーワード BYを用いる。次に現われ

る BYは一次のコントロール変数と二次のコントロール変数を区別するためのものである。 1つの

値のみを指定したければ最大値と最小値に同じ値を指定する。

［例] TABLES = ONSSURV, RECSURV BY TREATMNT (L 3) BY SEX(L 2) 

各生存変数について TREATMENTと SEXを組み合わせた生存表が、この場合は全部で 16枚出来

る。

(2) INTERVALSサプコマンド

INTERVALS = THRU n BY a [, THRU m BY b・・・］

INTERVALSサプコマンドは調べる期間を決定し、分析に於ける時間をいかにグループ化するかを

決めるためのものである。

［例] TABLES = ONSSURV, RECSURV BY TREATMNT (L 3) / 

INTERVALS= THRU 240 BY 12 / 

この例では 20年間を 1年間隔でグループ化し、分析している。はじめ時間間隔は 0-1 2カ月

である。二番目は 12 -2 4カ月、以下同様になる。＂，＂ はじめの時間間隔は常に 0から始まる。

最後の時間間隔、上の例では 24 0である、は自動的に作られ、決められた範囲を越える観測値を

すべて含む。キーワード BYの後の指定するグループ化の増加は測定された生存変数に対する相対

的な単位である。調べる期間は THRUと BYを繰り返すことで長さが違う期間に分けることもでき

る。もし、 BYの後の数値で期間が割り切れないときには最終期間が BYの値分になるように加え

て調整する (BYの値がもう一つ掛けられているものとする）。＂，＂＂

(3) STATUSサブコマンド

［書式］ STATUS=状態変数｛最小値、最大値） FOR { ALL } 
｛数値 ｝ ｛生存変数リスト｝

TABLESサプコマンドによりリストした生存変数それぞれについて生存状態を示す変数を与えなく

てはならない。これら状態変数のコードは終末事象が生じたケースと研究時点まで生存しているケ

ース、あるいはなんらかの理由で抜け落ちたケースを区別するものである。 STATUSサプコマンド

では状態変数の値の範囲を括弧にくくって示し、その後にキーワード FOR と2つ以上の生存変数
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名を指定する。値の範囲は終末事象が生じたことを示すコードを認識するためのものである。

［例］ TABLES=ONSSURV BY TREATMNT (1. 3) / 

INTERVALS=THRU 50 BY 5, THRU 100 BY 10 

STATUS=OUTCOME (3, 4) FOR ONSSURV 

この例では、 OUTCOMEの3あるいは4のコードが生存変数 ONSSURYに終末事象が生じたことを

示している。もし、 OUTCOMEのコードが"1 "生存、.2"研究から脱落、.3 "無関係の原因で死亡、

• 4"病気による死亡、ならば、原因がなんであれ死んだ患者はすべて終末事象に至ったと見なさ

れる。値の範囲にコードが当てはまらない観測値はすべて中途打ち切りケースと分類される。

(4) PLOTSサプコマンド

［害式］ PLOTS = {ALL } = l ALL } BY l ALL 
{LOGSURV } l生存変数リスト｝ ｛独立変数リスト
{SURVIVAL} 
{HAZARD } 
{DENSITY } 

... BY { ALL } 
｛コントロール変数｝

生存表に加え、 SURVIVALでは 3つの生存関数をプロットできる。 PLOTSサプコマンドではそのあ

とに求めるプロットに応じて 5つのキーワードの一つを指定する。デフォルトでは要求された各関

数は各生存変数についてプロットされる。一次のコントロール変数の個々の値はプロット上ではコ

ードによって示される。もし、二次のコントロール変数が使われた場合には二次のコントロール変

数の各値について別々なプロットが出力される。 TABLESサプコマンドに指定された変数のみがリ

ストでき、生存変数、一次コントロール変数、二次のコントロール変数それぞれの役割は変更でき

ない。変数のグループを指定する際に TOを用いることができる。

(5) COMPAREサプコマンド

［書式］ COMP ARE = { ALL)  BY { ALL 
｛生存変数リスト） ｛独立変数リスト

BY (ALL  } 
（コントロール変数リスト）

コントロール変数によって定義されたサプグループ間の生存を比較するためには","COMPAREサ

プコマンドを用いる。変数を指定せずに COMPAREを指定すると、・."TABLES変数リストを使った

デフォルトの比較セットが出力される。比較が可能になるためには最低一つの生存変数と一つの一

次コントロール変数が必要である。

8.3 

2

3

 

オプション

欠損値を計算に含める。利用者定義の欠損値が分析に含まれる。

欠損値を表単位(listwise)に除く。

比較のみを行なう。 TABLESサプコマンドで指定した生存表は計算されず、 プロッ トの要求

も無視される。

4
 
生存表の印刷の省略。プロットと比較結果のみの出力。
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5 メモリーが不十分なときには近似比較を計算する。

6 近似比較のみを行う。

7 対単位の比較の実行。

8 生存表データレコードの書き出し。全ての生存表統計量がファイルに書き出され る。

9 生存表データとラベルレコードの書き出し。変数名、変数ラペル、数値ラベルが 生存表

統計蜃と共に書き出される。

ファイルヘの書き出しにあたってはオプション 8と9を用いるが 5種類の書式が決められ
ている。

詳細は英文マニュアル参照のこと。

8.4 制限事項

l 生存変数の最大数は 20 

2 一次と二次のコントロール変数リスト上の変数はあわせて lO 0まで

3 INTERVALSサプコマンドに指定できる THRU BYの最大数は 20まで

4 プロットできる値の数は 35まで

9 NONPAR CORR: 順位相関係数

NONPAR CORRは2つの順位相関係数、スピアマンの p(rho)とケンドールのて一 b(tau-b)を
計算

し、有意水準を求めるプログラムである。デフォルトではスビアマンの順位相関係数が出
力される。

ケンドールの順位相関係数のみを出力させることも、両方の順位相関係数を出力させる
ことも可能

である。有意水準に関するデフォルトでは各係数の有意水準は片側検定を基にしている。
ォプショ

ンで両側検定によって計算された有意水準を要求することもできる。

9. 1 一般書式

NONPAR CORR 変数リスト WITH 変数リスト ［／変数リスト・・・・］

一般書式は上記のとおりで、 NONPARCORRの後に順位相関を求める変数のリストを続ける。
いく

つかの変数リストをスラッシュで区切って複数の順位相関係数を求めることもできるし、
キーワー

ドWITHを用いて、ある変数セットとある変数セットの順位相関係数を求めることもできる
。変数

リストの指定の仕方により、下三角行列、あるいは正方行列のいずれかをプリントするこ
とができ

る。いずれのプリントの指定においても連続する変数にはキーワード TOを用いることができる
。

変数は数値型でなくてはならない。変数リストで単に変数を並べただけの場合にはリス
ト上の各変

数と他の全ての変数との順位相関係数を下三角行列の形で印刷する。変数それ自身との相
関（対角

成分）、及び重複する上三角行列の要素はプリントされない。

9.2 オプション

l ユーザーの指定した欠損値を計算に含める。

2 欠損値を表単位に削除する。
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3 両側検定による有意水準を計算する。順位相関係数の後に示されるアスタリスク"*"が有意

水準を示す。"*"では0.01%以下の水準を、"**"では0.001%水準以下の有意性を示す。

4 行列をファイルに書き出す。ケンドールかスピアマンの順位相関係数、あるいはその両方と各

順位相関係数を計算するのに用いられたケース数を書き出すo変数リストは単に変数を並べたも

のであること (WITHは使えない）。オプション4を指定した場合には FILEHANDLE コマンドと

PROCEDURE OUTPUTコマンドによって出力するファイルを指定しなくてはならない。

5 ケンドールのて一 b。ケンドールの順位相関のみが求められる。

6 ケンドールとスピアマンの順位相関係数。両順位相関係数が求められ

7 無作為抽出。もし、ケースを保存するスペースが無い場合、無作為にケースを出力する。

8 ケース数と有意水準の印刷を省略する。

9 連続フォーマットを指定する。行列のはじめの行から順に連続配列の形式で相関係数をプリン

トしていく。 1ページに 6列分の順位相関係数、計算された変数名がプリントされる。

9.3 制限事項

l 変数リストの数は 25まで

2 一度のNONPARCORRで処理できる変数の数は100まで

9.4 コマンド編成の例

［例 1J (下三角行列の形で出力する場合）

NONPAR CORR PRESTIGE SPPRES PAPRES16 DEGREE RADEG MADEG 

正方行列を出力するには 2つの変数リストをキーワード WlTHで区切らなくてはならない。その

場合、はじめの変数リストと 2番目の変数リストの相関行列が正方行列の形で出力される。

［例 2J (正方行列の形で出力する場合）

NONPAR CORR PRESTIGE SPPRES PAPRES16 WITH DEGREE RADEG MADEG 

この例では 9つの順位相関係数が出力される。 WITHの前にリストされた変数は列に、後の変数

は行に表示される。両変数リストに同じ変数が現われない限り、相関が 1になるものは現われない。

もし、他の分析手続きやプログラムで用いるために相関行列を書き出す場合には WITHを用いては

ならない。

10 RELIABILITY: 信頼性解析

RELIABILITYは一般に利用される信頼性係数を計算し、加算尺度の成分に関して項目分祈を行

うものである。項目平均、標準偏差、項目間共分散行列と項目間相関行列(inter-itern correlat io 

n matrices)、尺度平均、項目間相関(item-to-itemcorrelations)、などを含めた基本統計崖の概

要が印刷される。繰り返し要因がある分散分析(repeatedmeasures design analysis of variance) 

、各セルに観測値が一つの場合の二元配置分散分析(two-wayfactorial analysis of variance wi 
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th one observation per cell)、加算性に関する Tukeyの検定、繰り返しのある実験計画に於い

て平均の差を検定する HotellingのT2検定、順位データに対する Friedmanの二元配置分散分析

を行うこともできる。データをケースとしても、相関行列、共分散行列の形としてでも入力できる。

下三角行列やベクトルとして人力された行列を含め、様々な形式で行列を読み込むことができる。

更に多様な形式で行列を書き出すこともできる。

10. 一般書式

RELIABILITY 

[/FORMATサプコマンド/MODELサプコマンド］［／．．．］

上記のように、

VARIABLESサプコマンド/SCALEサプコマンド

コマンドRELiABILITYの後にサプコマンドを並べる。 VARIABLESとSCALEサプコマ

ンドは必須である。 スラッシュで区切って複数の分析を一度に行なうこともできる。

10. 2
 
サプコマンド

(1) VARIABLESサプコマンド

［書式］ VARIABLES=変数リスト

分析に使用する全変数を上げる。

(2) SCALEサプコマンド

［書式］ SCALE (尺度名）＝変数リスト

SCALEサプコマンドはテストされる尺度を指定するためのものである。 SCALEサプコマンドでは

括弧内に任意の尺度名、その後に尺度を構成する変数のセット く。尺度名は表示上で分析を明

示するためのものである。尺度名は最大 8文字でAから Zまでの文字と 0から 9までの数字から成

っていなくてはならない。 SCALEサプコマンドで指定する変数は全て前もって VARIABLESサプコ

マンドで指定されている必要がある。 SCALEサプコマンドでは憐合う変数のセットに対してキーワ

ード TOを用いることができる。変数の順序は VARIABLESサプコマンドで並べた変数の順序に従

う。 VARIABLESサプコマンド上に挙げた変数全てを指定する場合にはキーワード ALLを用いるこ

ともできる。

(3) FORMATサプコマンド

［書式］ FORMAT= {INPUT l ([ { 4) ]/[ { 5) ])] 
{OUTPUT} { m) (c 

RELIABILITYでは標準の入力書式で行列の読み込み き込みができる。その場合ケース数と標準

偏差は8Fl0.4、相関行列は8Fl0.7、平均ベクトルは5Dl6.9、共分散行列の書式は4D20.13で人力さ

れる。行列が自由領域書式の場合にはこれらの書式は適用されない。幾つか他の書式を利用するこ

ともできる。その場合には FORMATサプコマンドを用いる。キーワード INPUTにより行列の読み

込みに際して別な書式を指定でき、キーワード OUTPUTにより行列の書き出しをコントロールでき

る。キーワード INPUTあるいは OUTPUTの後に続く括弧内は書式の選択番号でスラッシュで区切

大阪大学大型計算機センターニュース -100- Vol. 18 No.2 1988-8 



る。最初の書式番号は平均についての書式（もし、相関行列が入力、あるいは出力されている場合

には標準偏差に当たる）を指示している。 2番目の書式番号は相関行列、あるいは共分散行列につ

いての書式を指示している。各書式番号は特定の書式に対応している。 5つの書式が利用できる。

詳しくは英文マニュアル参照のこと。

(4) MODELサプコマンド

［書式］ MODEL={ALPHA) 
{SPLIT [(n)]) 
{GUTTMAN 
{PARALLEL 
{STR I CTPARALLEL) 

MODELサプコマンドにより信頼性分析のタイプを指定する。キーワード MODELにつづいて以下に

挙げるキーワードの内の一つを指定する。

ALPHA Cronbachのaと標準化項目 a(standardized i tern a)。

SPLIT (n) 折半信頼性係数(Split-halfcoefficients)。nを指定せずに SPLITを指定す

ると SCALEサプコマンドで挙げてある順序で項目は半分に分けられる。はじめに挙げて

ある n/2個の項目と後は残りの項目である。もし尺度が奇数の数の変数から成っている

場合にははじめの部分が多い項目数となる。 GUTTMAN真の信頼性係数に対するガットマン

の下限推定値(Guttman・s1owerbounds for true reliability)。

PARALLEL 平行性の仮定の基での信頼性係数の最尤推定値。

STRICTPARALLEL強平行性の仮定の基での信頼性係数の最尤推定値。

10. 3 オプション

l 欠損値を計算に含める。

3 変数ラベルの省略

4 正方共分散行列の読み込み。

5 正方相関行列とその後にくる標準偏差ベクトルの読み込み。

6 三角相関行列あるいは三角共分散行列の読み込み。

7 行列の前に平均ベクトルがくる場合の読み込み。

8 三角共分散行列の書き出し。

9 VARIABLESサプコマンドで指定された変数順序ではな <SPS炉変数定義情報(SPSS'variabled 

ictionary)を正方行列の情報指標(index)とする。このオプションはデータが三角行列や単ーベ

クトルとして読み込まれる場合には用いることができない。

10行列が書き出された後、計算を行わない。全ての尺度は無視(bypassed)される。

11平均の書き出し。

12単ーベクトルとしてフォーマットされた三角行列の読み込み。
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13単ーベクトルとしてフォーマットされた共分散行列の書き出し。

14解法 2を選択する。計算には共分散行列を用いる。以下のいずれかを望む場合に指定すること

になる。

1)尺度上に分散が 0の項目が生じた場合それを除く。

この処理は a係数、 Tukeyの検定 (STATISTICS11)、分散分析(STATISTICS11)の結果に影

響を与える。

2)重相関係数の 2乗。

これらは解法2が用いられた時には全項目統計量(STATISTICS9)に含まれるが、解法 1が用

いられた時には含まれない。

3)標準化項目 a(Standardized i tern a)。

15 FriedmanのX2統計量と Kendallの一致係数。

16 CochranのQ

17行列の後にケース数がくる場合。

10. 4 追加統計

STATISTICSコマンドにより以下の追加統計を印刷できる。

1 項目平均と標準偏差

2 項目間分散共分散行列

3 項目間相関

4 尺度平均と分散

5 項目平均に関する統計量の概要。項目平均の平均(theaverage item mean over the number o 

f i terns)、項目平均の分散、項目平均の最大値と最小値、項目平均の範囲（レンジ）、項目平均

の最小値に対する最大値の比（最大値／最小値）。

6 項目分散に関する統計量の概要。この統計量の出力はSTATISTICS5によるものと同一の形式に

なるが、項目平均ではなく項目分散を基に計算が行われる。

7 項目間共分散に関する統計量の概要。この出力形式はSTATISTICS5、STATISTICS6のものと同

じであるが共分散について計算が行われる<>

8 項目間相関に関する統計量の概要。この出力形式はSTATISTICS5、6、1に同じであるが計算は

相関を基に行われる。

9 項目に関する全統計醤(itemtotal statistics)。この中には各項目と項目セットの間の関係

を扱っている 5つの統計量が含まれる。各項目に関して以下のものが計算される。

1)項目が除かれたときの尺度平均。これは尺度から特定の項目が除かれたときの尺度得点の平

均である。

2)項目が除かれたときの尺度分散。これは尺度から特定の項目が除かれたときの尺度得点の分
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散である。

3)修正化項目尺度間相関(Correcteditem total correlations)。これは特定の項目が尺度か

ら除かれたときの、その項目と（それ以外の項目セットからなる）尺度得点の間の相関係数

である。

4)重相関係数の 2乗。各項目について尺度を構成する残りの項目セットにより回帰させ、重相

関係数の 2乗を計算する（これは解法 1が用いられた場合には計算されない。

5)項目が除かれた場合のa係数。各項目について尺度を構成する他の項目だけによる Cronbac

hのaが計算される。

10分散分析表

11 Tukeyの加算性に関する検定

12 HotellingのT"

10. 5 制限事項

1 VARIABLESサプコマンドの最大数は 10まで。

2 SCALEサプコマンドの最大数は 50まで。

3 VARIABLESサプコマンドで挙げられている変数を全て合計した数の最大数は 50 0まで。同じ

変数であっても繰り返し挙げられてあれば数に入り、 50 0までの制限に従う。

4 SCALEサプコマンドで指定できる変数の最大数は 50 0まで。

5 SCALEサプコマンドで挙げられている変数を全て合計した数の最大数は 10 0 0 まで。同じ

変数であっても繰り返し挙げられてあれば数に入り、 10 0 0までの 制限に従う。

6 複数の VARIABLESサプコマンドを処理するに十分な作業容量が無い場合には、割 り当てら

れた作業容量が十分になるまで後ろから VARIABLESサプコマンドが除か れることになる。

10. 6 コマンドの編成例

［例 1] RELIABILITY FORMAT = OUTPUT (1/2) / 

VARIABLES= Ql TO Q25 / 

SCALE (TESTS) = ALL 

OPTIONS 8 10 11 

最初の書式番号は平均についての書式（もし、相関行列が入力、あるいは出力されている場合に

は標準偏差に当たる）を指示している。 2番目の書式番号は相関行列、あるいは共分散行列につい

ての書式を指示している。各書式番号は特定の書式に対応している。 5つの書式が利用できる。も

し、標準の書式の一つだけを修正したいとか、標準の書式の両方は使わないという場合には対応す

る番号を省略できる。但し、スラッシュは必要である。

［例2J 

RELIABILITY VARIABLES= VARl TO VARlO / 
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SCALE (VERBAL) = VARl VAR3 VARS VAR7 VAR9 / 

SCALE (MATH) = VAR2 VAR4 VAR6 VAR8 VARlO 

この例では VARIABLESサプコマンドで計算される行列を使って 2つの分析を指定している。欠

損データがある場合には、このように分析を指定することは 2つの

VARIABLESサプコマンドを用いた場合と異なる結果になることがある。

［例 3J 

RELIABILITY VARIABLES= VARl VAR3 VARS VAR? VAR9 / 

SCALE (VERBAL) = VARl TO VAR9 / 

VARIABLES= VAR2 VAR4 VAR6 VAR8 VARlO / 

SCALE (MATH) = VAR2 TO VARlO 

この場合では、はじめの VARIABLESサプコマンドで VARl.VAR3. VARS. VAR7, VAR9に関してのみ

欠損値が表単位に除かれる。作られる共分散行列はその他の変数の欠損値に影響されない。第 2の

VARIABLESサプコマンドは VAR2.VAR4, VAR6, VARS. VARlOのみを用いた新たな行列を作り出す。

［例4J 

RELIABILITY VARIABLES = VARl VAR2 VAR3 VAR4 VARS / 

SCALE (RATING) = VARl TO VARS / 

MODEL = SPLIT 

この場合、折半法による信頼性係数分析が行われる。

［例 5J 

FILE HANDLE TESTSCOR / file specifications 

GET FILE= TESTSCOR 

FILE HANDLE RELMAT / file specifications 

PROCEDURE OUTPUT OUTFILE = RELMAT 

RELIABILITY VARIABLES = Ql TO Q25 / 

SCALE (TESTS) = ALL 

OPTIONS 8 10 11 

この例は RELMATというファイルに共分散行列と平均を書き出す場合を示している。

11 PEARSON CORR : ピアソン相関係数

PEARSON CORRは、ピアソン積率相関係数をその有意水準とともに算出する。また、オプションと

して、単変量の統計や共分散なども算出する。

11 . 1 一般書式

PEARSON CORR 変数リスト [WITH 変数リスト］／変数リスト．．．］
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PEARSON CORRの実行のためには、変数リストを指定する必要がある。変数リストの指定の方法に

は、以下の2種類がある。第 1の方法は単ーリストによる指示で、リスト上にある全変数相互間の

相関行列が算出される。第2の方法は、 WITHを用いるリストによる指示で、キーワードWITHで結び

つけられた前のリストと後のリストの変数がひとつずつ組み合わされる。他の手続やプログラムで

相関行列を書き出す際には、 WITHによる書式を用いることはできない。なお、ひとつの指示リスト

が終ると、その後にスラッシュ［／］をおいて次のリストを必要なだけ続けることができる。

［例] PEARSON CORR Xl TO XlO/ 

Al TO A5 WITH A6 TO A9 

11. 2 オプション

OPTIONSコマンドにより、欠損値の処理、出力形式、有意水準の検定法などを、指定でき

る。このサププログラムの標準の欠損値処理方式は、ペア単位の除去である。この方法では、ペア

を構成するどちらかに欠損値のあるケースは、そのペアに限り計算から排除される。もし次のオプ

ション 1または 2を選択しないと、この方式が採用される。以下ォプション番号毎に簡単に説明す

る。

l 欠損値定義を無視して、欠損値としてあらかじめ定義している値も含めて計算を行う。

2 リスト単位で欠損値を除去して計算する。この方式によると、変数リストにある変数のどれ

かひとつにでも欠損値がみつかると、そのケースはそのリストに基づく全計算から排除される。

3 有意性の両側検定を行う。デフォールトでは、片側検定を行う。

4 計算に用いたケース数とともに、相関行列をファイルに書き出す。その際、 PROCEDUREOUTPU 

Tコマンドを用いる必要がある。

5 ケース数と有意水準の印刷を省略する。

除される。

6 相関行列の右上半分のみを追込み式で印刷する。標準処理では、行列形式で印刷する。

7 計算に用いたケース数を書き出さず、相関行列のみをファイルに書き出す。その際、 PROCEDU

RE OUTPUTコマンドを用いる必要がある。

11. 3 追加統計

相関係数、ケース数、有意水準は自動的に出力されるが、このほかSTATISTICSコマン

ドを通して、次の統計を追加出力できる。

l 各変数の平均、標準偏差、欠損値を除いたケース数。

2 相関係数を求める変数のペア毎の、偏差の積和と共分散。

11. 4 制限事項

1 指定できる変数リストの最大数は40である。

2 変数の総数は 50 0までである。
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3 要素(individualelement)の数は 25 0までである。

12 PARTIAL CORR・．偏相関係数

PARTIAL CORRは、種々のオーダーの偏相関係数を計算する。プログラムヘの入力は素データでも

よいし、相関行列でもよい。この相関行列は、 PEARSONCORR, REGRESSION, DISCRIMINANT, FACTOR 

の出力でもよい。

12. 1 

PARTIAL CORR 変数リスト [WITH 変数リスト］

BYコントロールリスト（オーダー値） [/. .. ] 

変数リストを指定する必要がある。変数リストは、次の 3部分からなる。第 1は相関リストで、

ひとつまたは複数の変数のペアを指定する。第2は相関リストの変数を統制するための変数を指示

するコントロールリストである。最後の第3は、相関リストとコントロールリストから生じる偏相

関の次数を示すオーダー値である。これらの変数リストの指定がすむと、その後にスラッシュ[ J 

をおいて次のリストを続けることができる。

［例] PARTIAL CORR Al TO AlO BY Xl(l)/ 

Bl TO B10 BY X2,X3(2) 

(1)相関リスト

相関リストは、コントロールリストに現れる変数によって統制されるゼロオーダーの単純相関の

ための変数ペアを指定するリストである。この単純相関の計算は、 PEARSONCORRと同じ作業であっ

て、このリストの槻能と書式はPEARSONCORRのそれと等しい。すなわち、その書式には、単一リス

トによる形式とWITHをもちいるリストによる形式とがある。

(2) コントロールリスト

相関リストの最後の変数名の直後に、キーワードBYをおき、 BYに続けてコントロールリストを指

定する。このリストは、相関リスト上の変数が組むペアを統制する変数の単なるリストにすぎず、

統制変数がいかに変数ペアを統制するかは、次のオーダー値によって決まる。

(3)オーダー値

オーダー値は正の整数値で、コントロールリストにおける最後の変数の後に、かっこで包んでお

く。この数値は、偏相関のオーダーを示す。

［例] PARTIAL CORR Al WITH A2 BY Xl, X2(1) 

この例では、 XlとX2をそれぞれ単独で統制したAlとAZの間の 2個の第1オーダー偏相関係数が算出

される。

［例] PARTIAL CORR Al WITH A2 BY Xl, X2(2) 

この例では、 XlとX2を同時に統制したAlとA2の間の 1個の第2オーダー偏相関係数が算出される。
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［例] PARTIAL CORR Al WITH AZ BY Xl. X2(1. 2) 

この例では、上記の 2種類の偏相関係数がともに算出される。

前述XlとX2をそれぞれ単独で統制したAlとAZの間の 2個の第 1オーダー偏相関係数が算出される。

12. 2 オプション

OPTIONSコマンドにより、欠損値の処理、出力形式、有意水準の検定法などを、指定でき

る。欠損値の標準処理方式は、リスト単位の除去である。もし次のオプション 1または 2を選択し

ないと、この方式が採用される。以下オプション番号毎に簡単に説明する。

l 欠損値定義を無視して、欠損値としてあらかじめ定義している値も含めて計算を行う。

2 ペア単位で欠損値を除去して計算する。この方式によると、ペアを構成するどちらかに欠損

値のあるケースは、そのペアに限り計算から排除される。

3 有意性の両側検定を行なう。デフォールトでは、片側検定を行なう。

4 相関行列データを入力する。この場合、 NUMERICコマンドで変数を定義し、 FILEHANDLEやINP 

UT MATRIXコマンドでファイルの定義をする必要がある。

5 リスト上の全変数間の相関行列とケース数のファイルヘの出力を行なう。この場合、 FILE HA 

NDLEJやPROCEDUREOUTPUTコマンドでファイルの定義をする必要がある。

6 相関行列にPARTIALCORRで用いるより多くの変数が含まれている場合、オプション 4に加え

てこのオプションを用い、行列を指示する。

7 自由度と有意水準を省略して印刷する。

8 相関行列の右上半分のみを追込み式で印刷する。デフォールトでは、行列形式で印刷する。

12. 3 追加統計

偏相関係数、ケース数、有意水準は自動的に出力されるが、このほか STATISTICSコマ

ンドを通して、次の統計を追加出力できる。

l 偏相関の計算に用いた単純相関係数とその自由度および有意水準

2 各変数の平均、標準偏差、欠損値を除いたケース数。

3 単純相関を計算できない変数の組合せがひとつでもあらわれると、ペリオド（．）を与え、

相関係数を出力する。

12. 4 制限事項

1 指定できる変数リストの最大数は 25である。

2 変数の総数は 40 0までである。

3 統制変数の最大数は 10 0までである。

4 各リストの偏相関のオーダーは 5種類までである。オーダー値の最大は 10 0までである。

13 REGRESSION・．重回帰分析
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REGRESSIONは、ひとつの従属変数と複数の独立変数との関係を分祈する重回帰分祈を行い、それ

に関連する統計やプロットを算出する。

13. 一般書式

REGRESSION [READサプコマンド][/WIDTHサプコマンド］

[/SELECTサプコマンド][/MISSINGサプコマンド

[/DESCRIPTIVESサプコマンド][/WRITEサプコマンド］

/VARIABLESサプコマンド

[/ {NOORIGIN, ORIGINサプコマンド][/METHODサプコマンド］

[/RESIDUALSサプコマンド][/CASEWISEサプコマンド

[/SCA TTERPLOTサプコマンド][/PARTIALPLOTサプコマンド］

[/SAVEサプコマンド］

13. 

13. 戸＿＿＿＿＿＿＿＿―

．
 

2

2

 

サプコマンド

必要最小限のサプコマンド

(1) VARIABLESサプコマンド

［書式］ VARIABLES= {変数リスト
{ (COLLECT) 
{ALL 

分析で用いる変数を指定する。

ALL 

(COLLECT) 

［例］

実行ファイルにあるすべての変数を計算の対象に含める。

DEPENDENTサプコマンドとMETHODサプコマンドで指定したすべての変数を計算の対象

に含める。

REGRESSION 

DEPENDENT=SAVINGS/ 

METHOD=ENTER POP15 POP75 INCOME GROWTH/ 

(2) DEPENDENTサプコマンド

［書式］

VARIABLES=(COLLECT)/ 

DEPENDENT=変数リスト

従属変数を指定する。ひとつのREGRESSIONJマンドに、複数のDEPENDENTサプコマンドを与えても

よい。

［例］ REGRESSION VARIABLES=Xl TO X5 Yl TOY3/ 

DEPENDENT=Yl TO YZ/ 

STEPWISE/ 

DEPENDENT=Y3/ENTER 

(3) METHODサプコマンド

［書式］
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変数選択の方法を指定する。以下の 6種類の選択法を指定できるが、 METHOD=というキーワード

自体は省略してもよい。また、 METHODサプコマンドは、ひとつの回帰方程式に複数与えることもで

きる。なお、回帰方程式作成のためにREMOVEまたはTESTを指定した場合、あるいはVARIABLES=(COL

LECT)を指定した場合は、 METHODサプコマンド上に必ず変数リストを与えなけばならない。

FORWARD 前進的投入法。有意確率水準に達するまで回帰方程式に変数をひとつずつ加えてゆく

方法である。

BACKWARD 後退的除去法。独立変数全部を含めた回婦分析を行ない、 それから変数を有意確率水

準に達するまでひとつずつ除去してゆく方法である。

STEPWISE ステップワイズ選択法。有意確率水準に達するまで後退的除去と前進的投入とを交互

ENTER 

に逐次的に繰返す方法である。

強制的投入法。減少トレランスの順に変数をひとつずつ加えてゆく方法である。 EN 

TERに変数リストを添えない場合、

る。

トレランス基準に合格したすべての変数が投入され

REMOVE 

TEST 

強制的除去。指定した変数を回婦方程式から除去する。

独立変数サプセットの検定。モデルから指定した独立変数のサプセットを除去したこ

とによる炉の変化値の有意性検定を行なう。指定の際、各サプセットを括弧でくくって

おく必要がある。

［例］

13. 2.2 

REGRESSION VARIABLES=Xl TO X5 YI 

DEPENDENT=¥/ 

STEPWISE/ENTER 

方程式のコントロールのためのサブコマンド

VARIABLESサプコマンドとDEPENDENTサプコマンドとの間に以下の 3つのサプコマンドを付加的に

与えることができる。

(1)℃ RITERIAサプコマンド

［書式］ CRITERIA=[DEFAULTS] 

[TOLERANCE({O. 01))] 
｛値｝

[MAXSTEPS(n)] 

[PIN({O. 05))] [POUT({0.10))] 
｛値｝｛値｝
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[FIN({3 84))](FOUT({2. 71))) 
｛値｝｛値｝

回婦方程式作成のための統計的基準をコントロールするサプコマンドである。 CRITERIAサプコマ

ンドを指定しない場合、 DEFAULTSを指定したのと同じになり、標準値が採用される。

PIN F-to-enterのための有意水準。その変数が新たに追加されることによって寄与率が有意

に改良されるかどうかの検定統計量Fの有意水準を指定する。標準値は0.0 5である。

POUT F-to-removeのための有意水準。その変数の寄与率がある新しい変数の追加後に下がった

場合，その変数が構成から除外されるための検定統計量Fの有意水準を指定する。標準値

は0.10である。

FIN F-to-enterの合格水準で、 Fの絶対値を括弧内に指定する。標準値は3.84である。

FOUT F-to-removeの合格水準で、 Fの絶対値を括弧内に指定する。標準値は2.71である。

TOLERANCE トレランス。標準値は、 0. 0 1である。

MAXSTEPS 反復計算の打切り上限回数。標準値は、変数選択法がSTEPWISEの際が独立変数の数

の2倍で、 FORWARDまたはBACKWARDの際がPIN,POUT, またはFIN, FOUTの基準に合格した

変数の数である。

［例] REGRESSION VAR吠1TO X5 Y/ 

CRITERIA=PIN(. 19) TOL(. 0001)/ DEP=Y/ FORWARD/ 

CRITERIA=DEFAULTS/ DEP=Y/ FORWARD 

(2) STATISTICSサプコマンド

［書式] STATISTICS=[DEFAULTS*] [R] [COEF] [ANOVA] 

[OUTS] [Z評] [LABEL] [CHA] [CI] [F] 

[BCOV] [SES] [LI NE] [HI STORY] [XTX] 

[COND] [END] [TOL] [ALL]] 

回帰方程式や独立変数の統計の結果の印刷出力をコントロールする。このサプコマンドは、 DEPE

NDENTサプコマンドに先行して与えなければならない。 STATISTICSのキーワードは、全体的な指定、

回帰方程式の概括統計の指定、独立変数の概括統計の指定、ステップの概括統計の指定の 4種類に

大別できる。

全体的な指定

DEFAULT R,ANOVA, COEF,OUTS.STATISTICSサプコマンドを指定しない場合、標準出力としてこれ

らの統計が印刷される。

ALL LABEL. F, LINE.ENDを除く他のすべての概括統計を印刷する。

回帰方程式の概括統計の指定。
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R 重相関係数R、R又修正されたR八決定係数、推定標準誤差を印刷する。

ANOVA 分散分析表、重相関係数Rに対する F値とその有意水準を印刷する。

CHA ステップ間の応の変化、変化に対する F値とその有意水準を印刷する。

BCOV 標準化されていない回帰係数に対する分散一共分散行列を印刷する。

XTX 掃き出し行列を印刷する。

COND 掃き出し行列の部分行列の条件数に対する上限と下限を印刷する。

独立変数の概括統計の指定

COEFF 標準化されていない回帰係数 B、Bの標準誤差、標準化回帰係数beta、Bの t値、 t

値の両側検定の有意水準を印刷する。

OUTS 次のステップでその変数が回揺方程式に投入される予定の場合のbeta、Bの t値、 t

値の両側検定の有意水準、方程式のすべての変数を統制した場合の従属変数との偏相関係

数を印刷する。

ZPP 各独立変数と従属変数との相関係数、他の独立変数を統制した場合の従属変数との偏

相関係数、部分相関係数を印刷する。

Cl 標準化されていない回婦係数の 95 %信頼区間を印刷する。

SES betaの近似標準誤差を印刷する。

TOL トレランスと最小トレランスを印刷する。

LABEL 変数ラベルを印刷する。

F BのF値とその有意水準を印刷する。

ステップの概括統計の指定

LINE 実行された各ステップの結果の単一の概括ラインを印刷する。

HISTORYステップの最終的概括統計を印刷する。

END STEPWISE.FORWARD.BACKWARDについては各ステップにひとつのラインを印刷し、 ENTER.

REMOVEについては、各プロックにひとつのラインを印刷する。

(3)0RIGINサプコマンドとNOORIGINサプコマンド

［書式] {NOORJGINまたは ORIGIN))

ORIGINは、定数項を削除して回帰方程式が原点を通るようにするサプコマンドである。 NOORIGIN

は、標準処理であり、定数項を含んだ回悔方程式を作成する。 ORIGINサプコマンドまたはNOORIGIN

サプコマンドは、 DEPENDENTサプコマンドとMETHODサプコマンドの前に指定しなければならない。

［例] REGRESSION VARIABLES=GNP TO Ml/ 

ORIGIN/DEPENDENT=GNP/FOR'I/ARD 

13. 2. 3 残差分析のためのサブコマンド

(1)一時的変数
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残差の分析には、後述するサプコマンドのRESIDUALS,CASEWISE, SCATTERPLOT. PART I ALPしOT,SAYE 

を使用する。各分析において、 REGRESSIOんは、以下の 12個の一時的変数を計算できる。

PRED 標準化されていない予測値。

RESID 標準化されていない残差。

DRESID 除去された残差。

ADJPRED 修正された予測値。

ZPRED 標準化された予測値。

ZRES ID 標準化された残差。

SRESID ステューデント化された残差。

SD RES ID ステューデント化され除去された残差。

SEPRED 予測値の標準誤差。

MAHAL マハラノビスの距離。

COOK クックの距離。

LEVER 影響値(1ever age values)。

(2) RESIDUALSサブコマンド

［書式] RES !DUALS= [DEFAULTS] [ ID (変数名）][DURBIN] 

[{SEPARATE)] 
{POOLED } 

[HISTGRAM({ZRESID })] 
｛一時的変数リスト｝

[OUTLIERS({ZRESID })] 
｛一時的変数リスト）

[NORMPROB ((ZRES ID }) ] 
｛一時的変数リスト）

[SIZE ({LARGE))] 
{SMALL) 

以下のキーワードにより、外れ値の情報、一時的変数のヒストグラムや正規確率プロットなどを

得ることができる。

DEFAULTS SIZE(LARGE). DURBIN. NORMPROB(ZRESID).HISTOGRAM(ZRESID).OUTLIERS(Z 

RES ID) 

SIZE (プロットサイズ） プロットのサイズ。 SMALLまたはLARGEで与えることができる。標準値は、

LARGEである。

HISTGRAM(変数リスト） 一時的変数や命名された変数のヒストグラム。無指定時の変数は、 ZRES

IDである。

NORMPROB(変数リスト） 標準化変数の正規確率プロット。無指定時の変数は、 ZRESIDである。
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OUTLIER(変数リスト） 指定した変数の値に基づく 10個の外れ値。無指定時の変数は、 ZRESID

である。

DURBIN ダーピンーワトソンの統計量。デフォールト。

ID(変数名） ケース単位のプロットまたは外れ値のプロットのラベリングのために指

定した変数の値を使用する。

POOLED プールされたプロットと選択されたケースと選択されなかったケースに

対する統計を表示する。

(3) CASEWISEサプコマンド

［書式］ CASEWISE=[DEFAULTS] [ {OUTLIERS({3))} ] 
｛値）

{ALL 

[PLOT({ZRESID })] 
｛一時的変数名）

[{DEPENDENT PRED RESID}] 
｛一時的変数リスト ｝ 

ケース単位のプロットのための変数を同定し、ケース単位の印刷出力のための変数を指定し、ケ

ースの選択をコントロールする。

DEFAULTS OUTLIER(3),PLOT(ZRESID),DEPENDENT,PRED.PRESIDを指定したのと同じ。

OUTLIER(値） 括弧内に値を指定することによって外れ値のプロットを制限する。デフォールト

値は、 3である。

ALL ケース単位のプロットにおいてすべてのケースを含める。

PLOT(変数名） ケース単位のプロットにおいて、括弧内に指定した一時的変数の値をプロットす

る。無指定時の変数は、 ZRESIDである。

変数リスト 指定した変数の値を表示する。無指定時の変数は、従属変数、 PRED.RESIDである。

(4) WIDTHサプコマンド

［書式] WIDTH= !ill)] 
In l 

REGRESSIONの結果の出力幅をコントロールする。 WIDTH=の後に、 72から132までの値を指定する。

標準値は132である。

(5) SCATTERPLOTサプコマンド

［書式] SCA TTERPLOT= [SIZE ({SMALL})] (変数名，変数名）．．．
{LARGE) 

散布図のための変数のペアを指定し、そのプロットの大きさをコントロールする。

SIZE(プロットサイズ） プロット大きさを、 SMALLまたはLARGEで指定する。標準値はSMALLであ

る。

（変数名、変数名） プロットする変数を指定する。第 1の変数が垂直軸、第 2の変数が水平
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軸になる。なお、一時的変数を指定する場合には、その変数の前に＊印を付ける。

［例］ SCATTER PLOT (*RES. *PRE) (*RES. Y)/ 

(6) PARTIALPLOTサプコマンド

［書式］ PART IALPLOT= [ (ALL } ][SIZE ({SMALL}) ] 
｛変数リスト} (LARGE 

偏回帰プロットを行ない、そのプロットの大きさをコントロールするためのサプコマンドである。

偏回帰プロットは、従属変数の残差と指定した独立変数の残差との散布図である。

行なうには、少なくとも 2つの独立変数が回帰方程式中になければならない。

このプロットを

SIZE(プロットサイズ）

ある。

プロット大きさを、 SMALLまたはLARGEで指定する。標準値はSMALLで

変数名リスト プロットする変数リストを指定する。標準値はALLで、すべての独立

変数がプロットされる。

(7) SAVEサプコマンド

［書式］ SAVE=一時的変数名（新しい名） 一時的変数名（新しい名）．．．

1 2個の一時的変数（本項 (1)一時的変数を参照）を新しい変数名で保存する。保存された変

数は次例のように、後続のステップで使用できる。

［例］

13. 2.4 

REGRESSION VARIABLES=Y, TO XlO/ 

DEPENDENT=Y/ENTER/ 

SAVE PRED(PREDSR)/ 

PLOT PLOT PREDSR WITH Y 

欠損値処理およぴケース選択のためのサプコマンド

(1) Ml SS I NGサプコマンド

.[書式］ MISSING= {LISTW!SE } ] [INCLUDE)) 
{PAIRWISE } 
{MEANSUBST I TUT I ON} 

欠損値の扱いについての指示を与える。

LISTWISE 

PAIRWISE 

MEANSUBSTITUTION 

INCLUDE 

リスト単位で欠損値を除去して計算する

ペア単位で欠損値を除去して計算する。

欠損値をその変数の平均値で置き換える。

欠損値を含めて計算する。

（標準処理）。

(2) SELECTサプコマンド

［書式］ SELECT= l贔
関係演算子

｝］ 
値｝

回帰方程式の算出に使用する変数を選択する。なお、関係演算子は、 E Q, 

GT, GEである。
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13. 2. 5 記述統計出力のサプコマンド

(1) DESCRIPTIVEサプコマンド

［書式] DESCRIPTIVES=[DEFAULTS] [MEAN] [STDDEV] [CORR] 

[COY] [VARIANCE] [XPROD] [SIG] [NJ [BADCORR] 

[ALL] [位g狸］

通常REGRESSIONは、記述統計を印刷出力しない。 DESCRIPTIVESサプコマンドを用いると、種々の

記述統計を印刷出力できる。

NONE 記述統計を印刷出力しない。 DESCRIPTIVESサプコマンドを省略した場合もこの扱いと

なる。

DEFAULTS MEAN.STDDEV.CORRを指定したのと同じになる。サプコマンド名のみの場合は、この扱

いとなる。

ALL MEAN,STDDEV. VARIANCE.CORRを指定したのと同じになる。

MEAN 変数の平均値。

STDDEV 変数の標準偏差値。

VARIANCE 変数の分散。

COY 共分散行列。

XPROD 平均偏差の横和。

CORR 相関行列。

SIG 相関係数の片側検定。

BADCORR 相関係数が計算不能になった場合、相関行列を出力する。

N 相関係数の計算に用いられたケース数。

13. 2. 6 行列の入出力のためのサブコマンド

REGRESSIONでは、行列の入出力を行なうことができる。たとえば、 PEARSONCORRのようなサププ

ログラムによって出力された結果を入力して計算することができる。

(1) READサプコマンド

［書式] READ= [DEF AUL TS] [MEAN] [STDDEV] [CORR] [NJ 

[VAR I ANCE] [COY] [INDEX]] 

相関行列または共分散行列を入力して、分析を行なう。

DEFAULTS MEAN,STDDEV,CORR.N指定に相当。サプコマンド名READのみの場合には、この扱いとな

る。

MEAN 変数の平均値を行列に先行して入力する。

STDDEV 変数の標準偏差値を行列に先行して入力する。

VARIANCE 変数の分散を行列に先行して入力する。
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CORR 相関行列を入力する。

COY 共分散行列を入力する。

N 相関係数の計算に用いられたケース数が行列の後に来る。

INDEX DATA LISTコマンドの変数の数と順序によって行列に番号を付ける。

なお、行列入力の際は、 NUMERICコマンドで変数を定義し、 INPUTMATRIXコマンドでその行列を

含んだファイルを定義する必要がある。

(2) WR !TEサプコマンド

［書式] WR I TE= [DEFAULTS] [MEAN] [STDDEV] [CORR] 

[VARIANCE] [COY] [N] [NONE]] 

相関行列や共分散行列などを外部ファイルに出力する。キーワードのうちDEFAULTSからNまでは、

READサプコマンドのものと同様である。 NONEは、それまでのWRITEサブコマンドによる指定を解除

する。なお、行列の外部出力の際、 FILEHANDLEコマンドやPROCEDUREOUTPUTコマンドを用いて、

その行列を含んだファイルを定義する必要がある。

14 DISCRIMINANT : 判別分析

DISCRIMINANTは、一般にグループ数が2つ以上の場合について線形判別関数を求める。また、求

めた判別関数を用いて、ケースを分類して判別の成功度を確かめることもできる。

14. 1 一般書式

DISCRIMINANT GROUPSサプコマンド /VARIABLESサプコマンド

[/SELECTサプコマンド][/ANALYSISサプコマンド］

[/METHODサプコマンド][/TORERANCEサプコマンド］

[/MAXSTEPSサプコマンド］

[/FINサプコマンド][/FOUTサプコマンド］

[/PINサプコマンド][/POUTサプコマンド

[/FUNCTIONSサプコマンド][/PR I ORSサプコマンド］

[/SAVEサプコマンド][/ANALYSISサブコマンド］

GROUPSサプコマンドとVARIABLESサプコマンドは、不可欠なサプコマンドである。

14. 2 サプコマンド

(1) GROUPSサプコマンド

［書式] GROUPS=変数名（最小値、最大値）

判別の対象グループを指定する。指定の際、特定の変数（グループ変数）の変数値の種類によっ

てグループを区別し、変数値の最小値と最大値をその順にかっこで与える。
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［例] DIDCRIMINANT GROUPS=WORLD(l. 3)/ 

VARIABLES=VARl TO VAR9 

本サプコマンドでの変数の指定は、 1変数に限られる。また、グループ変数の変数値は整数でな

ければならない。変数値の最小値から最大値までのすべての整数がそれぞれグループとみなされる

が、もしも該当するケースがひとつでもない整数があれば、それは無効とされ、グループの数から

除いて計算を実行する。

(2) VARIABLESサプコマンド

［書式] VARIABLES=変数リスト

分析で用いられるすべての変数（グループ変数を除く）を指定する。指定の仕方は、通常の変数

リストの指定と同じである。

(3)ANALYSISサプコマンド

［書式] ANALYSIS=変数リスト（水準） ［変数リスト．．．］

1回のDISCRIMINANTの手続の中で変数の構成を変えて重複して分析することが可能

であるが、具体的にこの判別変数群を指定するのがANALYSISサプコマンドである。 DISCRIMINANTで

は、段階的に変数を加える変数選択方式と全変数を同時にあつかう直接方式とがあるが、そのいず

れをとるかにより変数の表記法が異なる。まず、以下に直接方式のプログラム例を示す。

［例 1J DIDCRIMINANT GROUPS=WORLD(l, 3)/ 

VARIABLES=Vl TO VlO/ 

ANALYSIS=Vl TO V5/ 

ANALYSIS=V4 TO VlO/ 

変数選択方式では、インクルージョンレベルを変数リストの後のかっこの中に指定する。インク

ルージョンレベルは、その値が大きいほど早い段階で変数が判別変数に加えられることを意味して

いる。また、レベル値が偶数の時は同じレベルの変数が一括して投入されることを表わし、レベル

値が奇数の時は同じレベルの変数がMETHODサプコマンドで与える統計的基準に関して最適な変数か

ら順に投入されることを表わしている。レベル値が 1以外の変数は、ひとたび投入されたら判別変

数から除かれることはないが、レベル値が 1の変数は投入された後でも他の変数の追加によって除

外されることが有り得る。レベル値は 0から99まで許され、省略時の標準値は 1である。なお、変

数選択方式では、 METHODなどのサプコマンドによって具体的な基準を与える必要がある。

［例2] DIDCRIMINANT GROUPS=CAT(l. 3)/ 

VAR!ABLES=Vl TO V8/ 

ANALYSIS=Vl TO V3(2) 

V 4 TO V 6 (1) V 7 V 8 (3) / 

METHOD=W!LKS/ 
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(4) METHODサプコマンド

［書式] METHOD= ID I RECT ) 
{WILKS } 
{MAHAL } 
(h1AXMINF } 
(MINRESID} 
{RAO } 

変数選択の過程における統計的基準の種類を指示するためのサプコマンドである。この
サプコマ

ンドは、 ANALYSISサプコマンドの後に続けて与える必要がある。このサプコマンドのキーワ
ードに

は以下のものがある。

DIRECT 変数選択を行なわない直接方式。デフォールト。

WILKS ウィルクスのラムダ統計量を最小にする変数。

MAHAL 2グループ間のマハラノビス汎距離の最小値が最大となる変数。

MAXMINF 2グループ間のマハラノピス汎距離をF値に変換して、その最小F値が最大となる変

数。

MINRESID グループ間の非説明変動和を最小にする変数。

RAO ラオのV統計量の増加が最大となる変数。

このサプコマンドで指定する基準で追加変数を選ぶ時は、偏 F値の大きさがひとつの基準となる。

偏F値は、その変数が新たに追加されることによって判別対象グループの分離が有意に改良され
る

かどうかの検定統計量である。

(5) MAXSTEPSサプコマンド

［書式］ MAXSTEPS= {2v} 
Im l 

変数の追加と除外を反復する場合、同じ変数が交互に追加されたり除外されたりするよ
うな事態

を防ぐためのサプコマンドで、反復の打切り上限回数の指定に使われる。省略時の標準
値は、イン

クルージョンレベルが 1の変数の数の 2倍とインクルージョンレベルが 1以上の変数の数の総和
で

ある。

(6)変数選択に用いられるその他（上記(4).(5)以外）のサプコマンド

変数選択のためのその他のサプコマンドとして以下のものがある。これらのサプコマンド
は、 ME

THODサプコマンドの後に続ける必要がある。

TOLERANCEサプコマンド トレランス水準を指定する。 TOLERANCE=の後に 0から 1までの値を

与える。省略時の標準値は、 0 0 1である。

FINサプコマンド F-to-enterの合格水準。その変数が新たに追加されることによって判別対

象グループの分離が有意に改良されるかどうかの検定統計置（偏F値）の合格水準を指定する。
省

略時の標準値は 1• 0であり、 F!N=の後に Fの絶対値を記入する。

FOUTサプコマンド F-to-removeの合格水準。その変数の偏 F値がある新しい変数の追加後に
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下がった場合，その変数が構成から除外されるための棄却水準を指定する。省略時の標準値は 1. 

0であり、 FOUT=の後にFの絶対値を記入する。

PINサプコマンド F-to-enterのための有意確率水準をPIN=の後に指定する。

POUTサプコマンド F-to-removeのための有意確率水準をPOUT=の後に指定する。なお、 PINま

たはPOUTは、それを指定していれば、 FINまたはFOUTの指定に優先して適用される。

VINサプコマンド ラオのV-to-enterの合格水準。 METHOD=RAOを指定した時は、偏F値のチェ

ックに加えて、変数の追加に伴う V統計量の変化量の有意性検定が行われ、合格しない変数は候

補から除かれる。 VIN=の後には、この合格水準に対応する値を指定する。省略時の標準値は、

0. 0である。

(7) FUN CT IONSサプコマンド

［害式] FUNCTIONS= {g-1, 100. O, l. 0) 
{nf, cp , sig } 

一般に判別分析で算出可能な判別関数の数は、グループ数を g、変数の数を nとすると、 (g-J)

とnのいずれか小さい方の数である。 DISCRIMINANTでは、この数の範囲内で実際に算出する判別関

数の数をFUNCTIONSサプコマンドを用いて選択することができる。このサプコマンドには以下の 3

つの指定値がある。

nf 算出した判別関数の数の最大値。

cp 固有値の累積の割合の上限値。

sig 判別関数の追加に関する検定の有意水準。

これら 3穂の指定値のいずれか 1種が達成された時、判別関数の追加算出は打切られる。 nf.cp, 

sigの標準値は、それぞれ、 (g-1)とnのいずれか小さい方の数， 100.0,1.0であり、 FUNCTIONSの指

定を省略するとこれらの値が使われる。標準値の 1部でも変えたい時は、 FUNCTIONSサプコマンド

で3種の値をその順序に従って指定しなければならない。

［例] DISCRIMINANT GROUPS=CLASS(l. 4)/ 

VARIABLES=Sl TO SlO/ 

FUNCTI ONS=4., 100,. 80/ 

(8) SELECTサプコマンド

［害式] SELECT=変数名（値）

SELECTサプコマンドは、特定のケースを選んで判別関数の諸係数を算出し、その結果を用いて、

判別得点の算出、ケースのプロット、ケースの分類を行なえる。このサブコマンドは、 ANALYSISサ

プコマンドに先行しなければならない。 SELECTサプコマンドの後にANALYSISサプコマンドを 2つ以

上重ねると、そのすべてに対して、同じSELECT機能が働く。 SELECT=の後に書かれた変数の値が、

括弧の中の値に該当するケースだけが、判別関数の諸係数の算出に使われる。
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［例] DISCRIMINANT GROUPS=TYPE(l. 3)/ 

VARIABLES=Xl TO XlO/ 

SELECT=YEAR(88) 

(9) PRIORSサプコマンド

［書式] PR I ORS= {EQUAL、 } 

{SIZE 
｛確率リスト｝

本サプコマンドにより母集団構成比にあたる事前確率を指定し、ケ
ースの分類を行うことができ

る。パラメータには以下の3種類がある。

EQUAL 判別グループの事前確率をすべて等しいとみなす。

SIZE 計算に使われた各グループのケース数の割合をその事前確率とみな
す。

確率リスト 事前確率のリストを記入する。確率の合計値は 1でな
ければならない。

［例] DISCRIMINANT GROUPS=TYPE(l. 5)/ 

VARIABLES=Xl TO XlO/ 

PRIORS=4*. 15,. 40/ 

(1 0) SAVEサプコマンド

［書式] SAVE=[CLASS=変数名] [PROBS=ルート名］

[SCORES=ルート名］

実行ファイルに保存される情報のタイプや各情報に対応する変数名
を指定する。次のキーワード

を用いることによって、 3稲類の変数が保存される。

CLASS 予測されたグループ値を含む変数を保存する。

PROBS 各ケースに対するグループ所属の確率を保存する。ルート名をつ
ける

必要がある。

SCORES 判別得点を保存する。ルート名をつける必要がある。

［例] DISCRIMINANT GROUPS=WORLD(l. 3)/ 

VARIABLES=Xl TO XlO/ 

SAVE=CLASS=PRDCLAS 

SCORES=SCORE PROBS=PRB 

14. 3 オプション

l 欠損値定毅を無視して、欠損値としてあらかじめ定義している値
も含めて計算を行う。

2 マトリックス出力。統計7、8またはオプション 11を指定すると
、グループ別の共分散行

列が出力され、それ以外の場合は、グループ内共分散行列が出力さ
れる。な、おこの出力を再

入力して次の分祈を行うこともできる。

3 マトリックス入力。この場合、 INPUTMATRIXコマンドが必要である。
また、行列に含まれる
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変数が定義されていない時は、 NUMERICコマンドで定義をする必要がある。

4 ステップごとの印刷出力を省略する。

5 概括表の印刷出力を省略する。

6 パターン行列をバリマックス回転する。

7 構造行列をバリマックス回転する。

8 欠損値を平均値で置き換える。

9 SELECTサプコマンドによって選択されなかったケースのみを分類する。

10 GROUPSサプコマンドによって指定されなかったケースのみを分類する。

11 ケース分類の際、グループごとの共分散行列を使用する。

14. 4 追加統計

DISCRIMINANTでは、通常、判別関数に関して、固有値、分散説明率、累積寄与率、正準相関係数、

ウィルクスのラムダ、カイニ乗値、その自由度および有意水準が出力され、変数選択のステップに

おいては、ウィルクスのラムダ、 F値、自由度、有意水準、トレランスが出力され、最終的な結果

として、判別関数の標準化された判別係数、構造行列などが出力される。なお、 STATI ST I 

csコマンドを通して、次の統計を追加出力できる。

1 全体およびグループごとの変数別平均値。

2 全体およびグループごとの変数別標準偏差値。

3 グループ内共分散行列。

4 グループ内相関行列。

5 2グループ間のマハラノビス汎距離に関する F値の行列。

6 変数別のF値。

7 グループ別共分散行列の同等性に関するボックスのM検定。

8 グループ別の共分散行列。

9 全体の共分散行列。

10 判別領域図。

11 標準化されていない正準判別関数。

12 分類関数の係数。

13 ケース分類結果の表。

14 ケースごとの分類情報と判別得点。

15 全グループのケースのプロット。

16 グループ別のケースのプロット。

14. 5 制限事項

1 GROUPS, SELECT. VAR I ABLESサプコマンドは、それぞれ 1回しか用いることができない。
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2
 

欠損値のペア単位の処理はできない。

15 FACTOR: 因子分析

FACTORは、主成分分祈ならびに因子分祈を行う。 FACTORは、 4つのプロックを持っている。そ

れらは、変数選択プロック、抽出プロック、回転プロック、 SAVEプロックである。

15. 一般書式

FACTOR VARIABLESサプコマンド

[/MISSINGサプコマンド] [/READサプコマンド］

[/WR0I TEサプコマンド] [/WIDTHサプコマンド］

[/ANALYSISサプコマンド[/ANALYSISサプコマンド／・・・］］

[/PRINTサプコマンド] [FORMATサプコマンド］

[/CRITERIAサプコマンド］

[/EXTRACTIONサプコマンド] [/ROTATIONサプコマンド］

[/EXTRACTIONサプコマンド] [/ROTATIONサプコマンド］

[ ..... ] 

[/DIAGONALサプコマンド] [/PLOTサプコマンド］

[/SAVEサプコマンド］

15. 

15. ー

2

2

 

サプコマンド

変数選択ブロックのサプコマンド

(1) VARIABLESサプコマンド

［書式］ VARIABLES=変数リスト

変数選択のサプコマンドは、唯一常に必要なサプコマンドである。このサプコマンドは、分析に

用いるためのメインリストを作成するために使用される。たとえば、 10個の変数VARlからVARlOに

ついて主成分分析を行なう場合、以下のような指示で簡単に実行できる。

［例 1J FACTOR VARIABLES=VARl TO VARlO/ 

変数リストには、その課題で用いる全変数を書く。変数リストはスラッシュ［／］でしめくくる。

(2) Ml SS INGサプコマンド

［書式］ MISSING= {LISTWISE} 
(PAIRWISE} 
{MEANSUB 
{INCLUDE l 
{DEFAULT } 

欠損値の扱いについての指示を与えるサプコマンドであり、計算の第 1段階である相関行列の計

算にかかわる。このサプコマンドは、同時に 2つ以上重ねて与えることができる。

LISTWISE リスト単位で欠損値を除去して計算する。 MISSINGサプコマンドを省略した場合、標
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準処理として、この処理が行われる。

PAIRWISE ペア単位で欠損値を除去して計算する。

MEANSUB 欠損値をその変数の平均値で置き換えて計算する。

INCLUDE 欠損値を含めて計算する。

DEFAULT LISTWISEと同じ。

(3) WIDTHサプコマンド

［書式] WIDTH= {132) 
{n } 

印刷出力結果のページ幅を72桁から132桁の範囲で指定する。なお、標準値は、最大の132である。

15. 2. 2 抽出ブロックのサプコマンド

(1) ANALYSISサプコマンド

［書式] ANALYSIS=変数リスト

VARIABLESサプコマンドで指定した変数リストの中から特定の変数を計算用として指定する。こ

のサプコマンドは、同時に 2つ以上重ねて与えることができる。

［例2] FACTOR VARIABLES=VARl TO VARIO/ 

ANALYSIS=VARl TO VARIO/ 

ANALYSIS=VARl TO VARS 

(2) EXTRACTIONサプコマンド

［書式] EXTRACTION={PC ) 
{PAF } 
{ALPHA } 
{IMAGE } 
{ULS 
{GLS ! 
{ML 
{PAl l 
{PAZ 
{DEFAULT } 

次のキーワードにより、因子の抽出法を指定する。このサプコマンドは、同時に 2つ以上重ねて

与えることができる。

PC 主成分分析（本サプコマンド省略時の標準値）。

PAI 主成分分析。 PCと同じである。

PAF 主因子法による因子分析。

PAZ 主因子法による因子分析。 PAFと同じである。

ALPHA アルファ因子分析。

IMAGE イメージ因子分析。

ULS 非加重式最小二乗法による因子分析。

GLS 一般化最小二乗法による因子分析
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胤 最尤法による因子分析。

DEFAULT PCを指定したのと同じ。

［例 3] FACTOR VARIABLES=VARl TO VARlO/ 

EXTRACTION=ULS/ 

EXTRACTION=ML 

(3) PRINTサプコマンド

［書式] PRINT=[DEFAULT] [INITIAL] [EXTRACTION] 

[ROTATION] [UNIVARIATE] 

[CORRELATION] [DET] [INV] [REPR] 

[AIC] [KMO] [FSCORE] [SIG] [ALL] 

次のキーワードを上記の書式に従って与えることにより、結果出力の項目を選択できる。

UNIVARIATE 平均値と標準偏差値。

INITIAL 初期共通性、相関行列の固有値、説明分散率。

CORRELATION 相関行列。

SIG 相関の有意水準。

DET 相関行列の行列式。

INV 

AIC 

相関行列の逆行列。

反イメージ共分散行列と反イメージ相関行列。

Kaiser-Meyer-Olkin測度と Bartlet tテスト。

共通性、固有値、回転前の因子負荷行列。

再現相関と残差相関。

KMO 

EXTRACTION 

REPR 

ROTATION 

FSCORE 

回転後の因子パターンと構造行列、変換行列、因子間相関行列。

因子得点係数行列。

利用できるすべての統計。ALL 

DEFAULT INITIAL, EXTRACTION. ROTATIONの3キーワードを指定したのと同じ。

(4) FORMATサプコマンド

［書式] FORMAT= [SORT] [BLANK (n) ][DEFAULT] 

因子の解釈を容易にするために、因子負荷行列や因子構造行列の再編成を行なうサプコマンドで

ある。以下のキーワードを指定することによって、出力結果の印刷の仕方を選択できる。

SORT 因子負荷量の大きさの順に変数を並びかえて表示する。

BLANK(n) n以下の絶対値の係数を削除して表示する。

DEFAULT 上記の 2つの機能を働かせない。

［例J4] FACTOR VARIABLES=VARl TO VARlO/ 
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MISSING=MEANSUB/ 

WIDTH=lOO/ 

ANALYSIS=VARl TO VARlO/ 

FORMAT=SORT BLANK(. 3)/ 

EXTRACTION=ULS/ 

(5) PLOTサプコマンド

［書式] PLOT=[EIGEN] [ROTATION(nl. n2)]] 

スクリープロットや回転後の因子空間への変数のプロットが可能になる。以下のキーワードを指

定することによって、プロットの仕方を選択できる。

E!GEN スクリープロット。

ROTATION(nl n2) 因子空間への変数のプロット。 nlとn2にプロットする番号を指定する。

(6) CRITERIAサプコマンド

［書式] CRITERIA= [DEFAULT) [FACSCORES (n)] 

[MINE I GEN((1. O})] [ITERATE((25))] 
lei g) In i} 

[RCONVERGE({O. 0001))] [DELTA((0))] 
{rl l Id} 

[(KAISER)] [ECONVERGE({0.001))] 
(NOKAISER) {el } 

各因子抽出や各因子回転に対して、以下のキーワードによりその基準を指定する。

FACTORS (nf) 抽出する因子数を指定。標準値は、 MINEIGENで指定された値より固有値の大きい

因子の数。

MINEIGEN(eg) 抽出する因子のための最小固有値をegに変更する。標準値は、 1.0である。

I TERA TE (ni) 因子解を求めるための繰返し計算の回数を指定する。標準値は25である。

ECONVERGE (el)因子抽出のための繰返しを止める収束判定基準を指定する。標準値は、 0.00 lで

ある。

RCONVERGE (rl)因子回転のための繰返しを止める収束判定基準を指定する。標準値は、 0.0001で

ある。

KAISER 

NOKAISER 

DELTA(d) 

DEPAUL T 

Kaiserの正規化を行なう。標準処理なので、この指定がなくても実行される。

Kaiserの正規化を行なわない。

斜交回転の際の回転の度を指定。標準値は 0である。

上記のすべての指定を標準値に戻す。

(7) DIAGONALサプコマンド

［書式] DIAGONAL=値リスト

大阪大学大型計算機センターニュース -125- Vol. 18 No.2 1988-8 



主因子法を用いる場合に、相関行列の対角要素を予め与えるためのサプコマンドである。なお、

省略時の標準値は、各対角要素に対してすべて1.00である。

［例5] FACTOR VARIABLES=VARl TO VARS/ 

DIAGONAL=. 55 . 45 . 35 . 40 . 60 . 70/ 

EXTRACTION=PAF/ 

ROTATION=VARIMAX 

15. 2. 3 回転プロック

(1) ROTATIONサプコマンド

［書式］ ROTATION={VARIMAX)] 
{EQUAMAX) 
{QUART IMAX) 
{OBLIMIN) 
{NOROTATE) 
{DEFAULT) 

因子の回転とその方法を指示する。 EXTRACTIONサプコマンドを使用していない場合、標準の因子

回転法はVARIMAXとなる。 EXTRACTIONサプコマンドを使用して、 ROTATIONサプコマンドを使用しな

い場合、 SAVEサプコマンドがある場合を除いて、因子の回転は行なわれない。 SAVEサプコマンドを

指定した場合、 ROTATIONサプコマンドを使用しない場合でも、標準処理としてバリマックス回転が

行なわれる。回転を行ないたくない場合は、 ROTATIONサプコマンドを用いてキーワードNOROTATEを

指定する必要がある。 ROTATIONサプコマンドには、以下のキーワードがある。

VARIMAX バリマックス回転。

EQUAMAX エカマックス回転。

QUARTIMAXコーティマックス回転。

OBLIMIN 直接オプリミン法による斜交回転。

NOROTATE 回転を行なわない。

DEFAULT VARIMAXと同じ。

なお、このサプコマンドは、 1つの抽出に対して2つ以上重ねて与えることができる。

［例6] FACTOR VARIABLES=VARl TO VARlO/ 

EXTRACTION=ML/ 

ROTATION=VARIMAX/ 

ROTATION=OBLIMIN 

15. 2.4 SAVEブロックのサプコマンド

(1) SAVEサプコマンド

因子得点を計算し、新たな変数として実行ファイルに保存する。

［書式］ SAVE=[ {REG ) ({ALL)ルート名）］
{BART) {n) 
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!AR } 
!DEFAULT} 

まず、以下のキーワードで因子得点計算の方法を指定する。

REG 回帰分析による方法。

BART Bartlettの方法

AR Anderson-Rubinの方法

DEFAULT REGと同じ。

つづいてその後に、求めたい因子得点の数nを指定する。求められる最大の数は、因子解の個数

に等しい。キーワードALLを用いると、可能なすべての因子得点を計算することができる。最後に、

7字以内で因子得点保存ための変数の命名を行なう。

［例7] FACTOR VARIABLES=VARl TO VARIO/ 

MISSING=MEANSUB/ WIDTH=lOO/ 

ANALYS[S=VARl TO VARIO/ 

PR[NT=CORRELATION DET REPR/ 

CR[TER[A=FACTORS(3)/ 

FORMAT=SORT BLANK(. 3)/ 

CR[TER[A=FACTORS(2)/ 

PLOT=EIGEN ROTATION(! 2)/ 

EXTRACT! ON =ULS/ 

ROTATION=VARIMAX/ 

SAVE AR (ALL FSULS)/ 

上の例の場合、 Anderson-Rubinの方法で、 FSULSlとFSULS2と命名された 2つの因子得点が計算さ

れ、実行ファイルにその結果が保存されている。なお、 SAVEサプコマンドを同時に2つ以上重ねて

与え、異なる方法で計算した 2種以上の因子得点を保存することもできる。

15. 2. 5 その他のサプコマンド

(1) READサプコマンド

［書式] READ=ICORRELATION[TRIANGLE)} 
IFACTOR(n) l 
{DEFAULT } 

以下のように、相関行列または因子負荷行列を読み込んでFACTORを実行させる。

CORRELATION 相関行列を読み込む。

FACTOR(nf) 因子負荷行列を読み込む。 nfは、分析に用いる因子数である。

DEFAULT CORRELATIONと同じ。

キーワードCORRELATIONの後にキーワードTRIANGLEを続けることによって、対角要素を含んだ下
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三角行列として入力することができる。

［例 8] FACTOR READ=CORRELA Tl ON TR I ANGLE/ 

VARIABLES=VARl TO VARlO/ 

なお、相関行列や因子負荷行列を読み込んで計算を行う場合、 NUMERICコマンドで変数を定義

し、 INPUTMATRIXコマンドでその行列を含んだファイルを定義する必要がある。

(2) WRITEサプコマンド

［書式］ WRITE= {CORRELATION [TR JANGLE]} 
{FACTOR (n) } 
{DEFAULT } 

相関行列または因子負荷行列を特定のファイルに出力する。その内容は、次のキーワードにより

指定する。

CORRELA Tl ON 相関行列を書き込む。

FACTOR 因子負荷行列を書き込む。

DEFAULT CORRELATIONと同じ。

なお、相関行列や因子負荷行列を書き込む場合、 FILEHANDLEコマンドやPROOCEDUREOUTPUTコマ

ンドを用いて、その行列を含んだファイルを定義する必要がある。

16 CLUSTER: クラスター分析
CLUSTERは、クラスター分析を行なう。クラスター分析では、ケース間の類似性に基づいて、そ

の分類を行う。クラスター分析における分類作業は、大別すると、集合的手法と分割的手法があ

り、それぞれの中で階層的手法と非階層的手法とに分けられる。集合的手法は、類似性の高いもの

同志を少しづつ集めてゆくもので、分割的手法は、逆に全体をいくつかに分割するものである。階

層的手法は、階層構造のあるクラスターを求めるよう分割あるいは結合を進めるもので、一方、非

階層的手法は、そのようなクラスターの階層構造を求めない。 CLUSTERは、集合的階層的クラスタ

一分析を行う。

16. 1 一般書式

CLUSTER変数リスト

[/MISSINGサプコマンド] [/READサプコマンド］

[/WRITEサプコマンド] [/MEASUREサプコマンド］

[/METHODサプコマンド] [/SAVEサプコマンド］

[/IDサプコマンド) [/PRINTサプコマンド］

[/PLOTサプコマンド］

16. 2 サプコマンド

(1)変数リストの指定
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［書式］ 変数リスト

分析に使用する変数を指定する。

［例 1] CLUSTER A B C 

上の例は、変数A, B, Cの値に基づいて、ユークリド距離の 2乗値による平均法のクラスター

分析を行う。

(2) METHODサプコマンド

［書式] METHOD= {BAVERAGf,} [ (ルート名）］［．．．．］
{WAVERAGE} 
{SINGLE } 
{COMPLETE} 
{CENTROID} 
{MEDIAN } 
{WARD } 

クラスターの結合法を指定する。

BAVERAGE 群間平均法によるクラスター分析。

WABERAGE 群内平均法によるクラスター分析。

SINGLE 最近隣法によるクラスター分析。

COMPLETE 最遠隣法によるクラスター分析。

CENTRO ID 重心法によるクラスター分析。

MEDIAN メディアン法によるクラスター分析。

WARD ワード法によるクラスター分析。

(3) MEASUREサプコマンド

クラスター分析に用いる近接性(proximity)の測度を算出する。以下のキーワードにより、近接

性の測度を選択できる。

SE UCL ID ユークリッド距離の 2乗値。デフォールト。

EUCLID ユークリッド距離。

COSINE 変数ベクトル間の交角の余弦。

CHEBYCHEV チェピシェフ距離。

BLOCK 市街距離。

POWER(p、r) パワー距離。 pとrは、パワー距離のパラメーター。

(4) SAVEサプコマンド

［書式］ SAVE=CLUSTER(I水門 ）） 
｛最ハ値、最大値｝

特定のクラスターの水準でのクラスターメンバーシップを実行ファイルに新しい変数として保存

する。 SAVEの指定には、 CLUSTER(最小値，最大値）またはCLUSTER(n)がある。ここでの最小値と

最大値は、保存したいクラスターの個数の最小値と最大値であり、 nはその単一の値である。メン
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バーシップが保存されるクラスターの手続毎に、 METHODサプコマンドにおいて、クラスター名を指

定しなければならない。

［例2] CLUSTER A B C 

/METHOD=BAVERAGE (CLUSMEM) 

/SAVE=CLUSTER(3, 5) 

(5) IDサプコマンド

［書式J ID=変数名

ケースの同定をするための変数を指定する。

(6) PR I NTサプコマンド

［害式］ PR I NT= [ CLUSTER ({水T))][DISTANCE] 
｛最ハ値、最大値｝

[SCHEDULE] [NONE]] 

CLUSTERは通常、用いたクラスタリングの技法の数や近接度の指標を印刷する。本コマンドによ

り、以下のように印刷出力の仕様を変更できる。

SCHEDULE クラスター集合化のスケジュール。

CLUSTER (最小値，最大値） クラスターメンバーシップ。クラスターの個数の最小値と最大値

を指定することができる。また、単一の水準で値を入れることも可能である。

DISTANCE 

NONE 

項目間の距離行列を出力する。

プロットを行わない。

(7) PLOTサプコマンド

［書式] PLOT=[VICICLE[(最小値[,最大値[, 増分］］）］］

[HICICLE[(最小値['最大値[, 増分］］）］］

[DENDROGRAM]・[NONE]] 

クラスター解のプロットや樹状図の指定を行う。

VICICLE[(最小値[, 最大値[, 増分］］）］ 垂直の氷柱状のプロット。オプションとしてクラ

スターの水準の最小値、最大値、最小値から最大値への増分を指定できる。たとえば、最

小値を 1、最大値を9、増分を 2とすると、 1、3、5、7、9がプロットされる。

HICICLE[(最小値['最大値[, 増分］］）］ 水平の氷柱状のプロット。最小値、最大値、増分

についてはVI C I C L Eと同じ。

DENDROGRAM 

NONE 

(8) READサプコマンド

［書式］ READ=[SIMILAR] [(TRIANGLE}] 
{LOWER } 

大阪大学大型計算機センターニュース
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近接性行列を行列形式で入力するときに使用する。

SIMILAR 入力する行列が類似性に関する指標である場合。このキーワードを省略すると、入力

された行列を距離行列または非類似性行列とみなす。

TRIANGLE 対角要素を含んだ下三角行列で与える場合。

LOWER 対角要索を含まない下三角行列で与える場合。

(9) WR !TEサプコマンド

［書式] WRITE[=DISTANCE] 

近接性行列を行列形式で出力する。

キーワードDISTANCEにより、距離行列として出力される。 DISTANCEを省略すると、類似度行列とし

て出力される。

(1 0) MISSINGサプコマンド

［書式] MISSING= {l,ISTWISE)] 
!INCLUDE) 

欠損値の処理に関する指定を行う。

LISTWISE リスト単位で欠損値を持つケースを除外して計算する。

INCLUDE 欠損値を持つケースも含めて計算する。

17 PROBIT 

PROB ITは、反応が2分割されるような従属変数（例えば、生存か死亡か、雇用中か失業か

といった変数）に対する、 1つ以上の独立変数の影響を推定するプログラムである。このプログラ

ムは投薬反応分析 (dose-responseanalyses)などにおいて最も効果的であるが、ロジスティック

回婦モデル(logisticregression models)の推定にも利用できる。

17. 1 一般書式

PROBIT 反応度数変数名 OF 観察度数変数名 [WITH変数リスト］

[BY変数名（最小値，最大値）］

[/MISSINGサプコマンド][/MODELサプコマンド］

[/LOGサブコマンド][/PRINTサプコマンド］

[/CRITERIAサプコマンド][/NATRESサプコマンド］

PROBITは、指定されたモデルのパラメーターの最尤推定値を計算する。 PROBITでは、変数リスト

とサブコマンドの指定を行う。変数リストには必ず反応度数変数、競察度数変数、および1つ以

上の予測変量 (predictor)を指定しなければならない。グループ変数の指定、および各サプコマン

ドの指定はオプションである。 PROBITでは一般に、個々の観察データを直接入力することはできな

い。このような場合は、 AGGREGATEコマンドを使用し、前もって観察度数、および反応度数を計算
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しておく必要がある。なお各サプコマンドは、それぞれ 1回しか使用できない。

17. 2 サプコマンド

(1) MODELサプコマンド

［書式] MODEL= {PROB I Tl 
{LOGIT } 
{BOTH } 

PROBIT プロピット反応モデル(Probit response model)。

LOGIT ロジット反応モデル(Logit response model)。

BOTH プロピット反応モデルおよびロジット反応モデル。

(2) LOGサプコマンド

［書式] LOG[={lQ__}] 
{ 2. 718} 

{NONE } 

予測変量を対数変換する場合の底を指定する。この指定は全ての予測変量に適用される。もし特定

の予測変量を変換したい場合は、前もってCOMPUTEコマンドで変換しておく。以下のキーワードが

使用できる。

10 10を底とする。本サプコマンド省略時の標準値。

2. 718 自然対数の底eを用いる。キーワードが省略された場合の標準値。

n 標準値以外の底を用いる。等号（＝）のあとに数値nを記入する。

NONE 予測変量に対する対数変換を行わない。

(3) CRITERIAサプコマンド

［書式］ CRITERIA=[CONVERGE({U.Ql})] 
{eps } 

[ITERATE({加）][p ({LI.5_}) ] 
{n) {p } 

CONVERGE (eps) 収束の基準値。

ITERATE(n) 最大繰返し回数。

p (p) 当てはまりの良さに関する有意水準(Heterogenetycriterion probability)の

指定。

(4) NATRESサプコマンド

［書式] NATRES[=c] 

モデルにおける自然反応率(naturalresponse rate)を指定する方法は 2通りある。 1つは予測

変菫のいずれか 1つの値を 0にすることにより、コントロールレベルを指定する方法である。この

場合はNATRESの後には何も指定しない。もう 1つは、 NATRESの後に等号と自然反応率C (Qから 1

までの間の数値）を指定する方法である。
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(5) PR I NTサプコマンド

［書式] PR I NT= [ALL] [Cl] [FREQ] [RMP] [PARALL] 

[NONE] [DEFAULT] 

標準出力に含まれない統計値や図表を出力させる。

DEFAULT 下記のFREQ、CI、およびRMPが出力される。

ALL 利用可能な全ての出力o

FREQ 観測された度数と予測された度数が、残差とともに出力される。

CI 特定の反応率を生起させる予測変量の値の95%信頼区間。

RMP グループ変数によって定義されたグループ間のRMP(相対的中央値ボテンシー、 Rela

tive median potency)を表示する。

PARALL 各グループの回婦直線の平行性のテスト (testof the parallelism)。

NONE 次の情報のみが無条件に出力される。ケースとモデルに関する情報。さらに予測変

量が 1つの場合には、予測変量を対数変換したものを横軸とし、反応率をプロピット変換

したものを縦軸とする分布図。 PLOBITモデルに対しては、パラメータ推定値と共分散。

(6) MISSINGサプコマンド

［書式] MISSING= (L!STWJSE} 
(INCLUDE } 
(DEFAULT } 

LISTWISE 欠損値のリスト単位の除去。変数のいずれかに欠損値をもつケースはすべて除去され

る。

INCLUDE 欠損値定義を無視し、すべてのデータを計算に含める。

DEFAULT 標準処理。 LISTWISEに同じ。

17. 3 コマンド編成例

PROBIT R OF N BY ROOT(l. 2) WITH X 

/MODEL = BOTH 

/NATRES 

/PRINT = ALL 

18 LOGLINEAR 
LOGLINEARは、カテゴリー変数を持つモデルにたいして、モデルの当てはめ(modelfitting)、仮

説検定、パラメータの推定などをおこなう一般的なプロシジャーである。したがって LOGLIN 

EARには、多重コンティンジェンシー表(multi-waycontingency tables)の一般モデル、ロジッ

トモデル、カテゴリ変数にたいするロジスティック回帰(logisticregression)、quasi-independe

nceモデルなど、さまざまな関連する手法が含まれている。
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18. 1 一般書式

LOGLINEAR 従属変数リスト（最小値，最大値）

[BY] 独立変数リスト（最小値，最大値） [WITH共変量リスト］

[/WIDTHサプコマンド)[/CWEIGHTサプコマンド］

[/GRES IDサプコマンド][/PR! NTサプコマンド］

[/NO PRINTサプコマンド][/PLOTサプコマンド］

[/CONTRASTサプコマンド][/CRITERIAサプコマンド］

[/DESIGNサプコマンド[/DESIGNサプコマンド．．．］］

変数名の指定を、まず最初に行なう必要がある。キーワードBYを使用する場合は、キーワードBY

の前のカテゴリ変数が従属変数となり、後のカテゴリ変数が独立変数となる。キーワードWITHの後

のセル共変量(Cellcovariates)は、連続的変量でなければならない。 DESIGNサプコマンドによっ

て、当てはめるモデルの指定を行う。検討したいモデルごとにDESIGNサプコマンドが必要である。

サプコマンドは何度でも使用できる。またDESIGNサプコマンドを除いて、サプコマンドで指定した

内容は新しく変更されるまで、モデルからモデルヘとひきつがれる。あるDESIGNサプコマンドに関

係するサプコマンドは、必ずそのDESIGNサプコマンドの前に置かなければならない。もし最後のDE

SIGNサプコマンドの後にサプコマンドがあれば、飽和モデルとみなされる。

18. 2 サプコマンド

(1) DESIGNサプコマンド

［書式] DESIGN=効果効果．．．効果 BY効果... [/DESIGN ... ] 

当てはめるモデルの指定を行なう。このサプコマンドがない場合は、飽和モデルとみなされる。

飽和モデルとはすべての主効果と交互作用効果とを含むモデルである。 1つのモデルにたいして必

ず 1つのDESIGNサプコマンドが必要である。主効果のみのモデルの場合は、変数名だけを指定する。

交互作用効果を指定する場合には、キーワードBYを使用する。つぎの例は、変数A、Bの2要因の王

効果と交互作用効果を含むモデルを指定している。

［例 1] LOGLINEAR A(l. 4) B(l, 5)/ 

DESIGN= A,B,A BY B/ 

括弧で囲まれた整数が後についている変数は、自由度 1の分割(single-degree-of-freedompart it 

ion)によるものであることを示している。

(2) CWEIGHTサプコマンド

［書式］ CWEIGHT= {変数名 ） 
{(matrix)} 

セルに対する重みづけを行う。変数を指定する方法と、マトリックスを利用する方法とがある。

変数を用いる場合、重みづけ変数として指定できる変数名は 1つだけであり、数値変数でなければ
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ならない。マトリックスを利用する場合には、 CWEIGHTサプコマンドの等号の後に、括弧で囲まれ

た重みづけのマトリックスを指定する。マトリックスの中には、必ずセル数と同じ数だけの要素か

なくてはならない。同じ数値が連続する時は、アステリスク（＊）を利用することができる。例えば、

［例 2] LOGLINEAR A(l. 2) BY B(l. 3) C(l. 2)/ 

CWEIGHT=(O 3*1 O 3*1 0 3*1)/ 

という指定は、

［例 3] LOGLINEAR A(l. 2) BY B(l. 3) C(l. 2)/ 

CWEIGHT=(O 1 1 l O 1 1 1 0 1 l 1)/ 

とまったく同じである。マトリックスを利用する場合には、 CWEIGHTサプコマンドの指定は何度で

も行なえる。 CWEIGHTサプコマンドの指定内容は、新しく変更されるまでずっと引継がれる。

(3) GRES IDサプコマンド

GRESIDサプコマンドは、各セルの観察度数、期待度数、調整ずみ残差(adjustedresiduals)など

の1次結合を計算する。 変数を指定する方法と、マトリックスを利用する方法とがある。マトリ

ックスの中には、必ずセル数と同じ数だけの要素がなくてはならない。例えば

［例4] LOGLINEAR MONTH(l. 18) WITH Z/ 

GRESID=(6*1, 12*0)/ GRESID=(6*0, 6*1. 6*0)/ 

GRESID=(l2*0, 6*1)/ DESIGN=Z 

では、 1番はじめのGRESIDサプコマンドによって、最初の 6ヵ月が結合され”初期＂効果となって

いる。 2番目のGRESIDサプコマンドは”中期”効果として、次の 6ヵ月を結合し、 3番目のGRESID 

サプコマンドは”後期”効果として、最後の 6ヵ月を結合している。

(4) PRINT, NOPRINTサプコマンド

［害式] (PRINTまたはNOPRINT)={キーワード群｝

PRINTサプコマンドを使用することによって、標準出力に含まれない統計値や図表を出力させる

ことができる。またNOPRINTサプコマンドによって、結果の出力を制限することができる。以下の

キーワードを使用する。

FREQ 各セルの観察度数と期待度数、およびそれぞれの％を出力する。

RES ID 残差、標準化残差(standardizedresiduals)、調整ずみ残差(adjustedresiduals)を

出力する。

DESIGN モデルのデザインのマトリックスを出力する。

ESTIM モデルのパラメータ推定値を出力する。

COR パラメータ推定値の相関マトリックスを出力する。

DEFAULT FREQおよびRESIDの出力。 DESIGNサプコマンドが省略されている場合には、 ESTIMも出

力される。
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NONE デザインに関する情報と、当てはまりの良さに関する統計値のみ出力される。 NOPRlNT

サプコマンドでは使用できない。

(5) PLOTサプコマンド

［書式] PLOT= {キーワード群｝

オプションとなっている図を表示させる。キーワードを省略すると、図は何も表示されない。

RESID 調整ずみ残差と、観測度数および期待度数を軸とする散布図。

NORMPROB 調整済残差と標準化値(norma1 va 1 ue)および標準化値からの偏差の 2種類の散布図。

NONE 何も出力されない。

DEFAULT RESIDおよびNORMPROBを指定したことになる。

(6) CONTRASTサプコマンド

［書式] CONTRAST (変数名）＝｛キーワード群｝

要因についての対比(contrast)のタイプを指定する。要因となるのは、カテゴリカルな従属変数

または独立変数である。 CONTRASTサプコマンドの後に変数名を括弧で囲んで指定し、その後に等号

と選択した対比のキーワードを続ける。 LOGLINEARにおいては、 MANOVAの場合と違い、対比係数の

和が0にならなくてもよいし、また直交している必要もない。

使用できるキーワードは次のとおりである。

DEVIAT!ON(refcat) 全体的な効果(overal1 effect)からの偏差。 2.l版からこれがCONTRASTサプ

コマンドがない場合の標準値となっている。 Refcatとはパラメータ推定値が表示されない

カテゴリーのことである。 Refcatの指定がない場合は、変数の最後のカテゴリーがデフォ

ルト値として用いられる。

D!FFERRENCE それより前にある全ての水準の効果の平均との対比。 HELMERT対比の逆になる。

HELMERT それより後にある全ての水準の効果の平均との対比。

SIMPLE (ref cat) 各水準の要因と最終水準のそれとの対比。 2.1版より前の版では、 SIMPLEがCON

TRASTサプコマンドが省略された場合のデフォルト値となる。キーワードSIMPLEの後に括

弧で囲んで参照カテゴリーを指定することができる。参照カテゴリーが省略された場合は、

最後のカテゴリーがデフォルト値として用いられる。

REPEATED 隣接した水準(1eve!)間の対比。

POLYNOMIAL(metric) 直交多項式による対比。標準値は等間隔 (equalspacing)。括弧の中に

線形多項式の係数を指定することにより、水準間の線形比較ができる。

[BAS I SJ SPECIAL (matrix) ユーザーの定義による対比。必ずカテゴリー数の 2乗の数だけの要素

を指定する必要がある。 2.1版からは、キーワード BASISの使用が可能となった。 S

PECIALの前に BASISが指定されると、特定の対比に対して基本マトリックスが

生成される。 BASISがない場合は、指定されたマトリックスが、基本マトリックス (basis
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matrix)となる

(7) CRITERIAサプコマンド

［書式］ CRITERIA=[CONVERGE({Q,_』立1))] [ I TERA TE ((幻リ）］
(eps) {n) 

[DEL TA ((Q,_立）] [DEFAULT] 
{ d) 

CONVERGE(eps)収束の基準値eps。

ITERATE(n) 最大繰返し回数n。

DELTA (d) セルデルタ値d。分析の前に、デルタ値を各セルの度数に加える。

DEFAULT 各パラメータを標準値（上記書式中の下線部分）にリセットする。

(8) WIDTHサプコマンド

［書式］ WIDTH= {ill.} 
{ 72) 

WIDTHによって、表示幅を変更することができる。ただし 1度に使用できる表示幅は 1種類だけ

であり、途中から変更はできない。また、狭い表示幅を選択した時は、表示の 1部が省略される。

18. 3 オプション

l 欠損値の定義を無視する。

18. 4 コマンド編成例

［例 1J 一般対数線形モデル(generallog-linear model)の例

LOGLINEAR DPREF(2. 3) RACE ORIGIN CAMP(l, 2)/ 

PR!NT=DEFAULT ESTIM/ 

DESIGN=DPREF, RACE, ORIGIN. CAMP. 

DPREF BY RACE. DPREF BY ORIGIN. DPREF BY CAMP. 

RACE BY CAMP, RACE BY ORIGIN, ORIGIN BY CAMP, 

RACE BY ORIGIN BY CAMP, 

DPREF BY ORIGIN BY CAMP 

［例 2J 多項式ロジットモデル(mu!tinomial logi t model)の例

LOGLINEAR PREF(l. 5) BY RACE ORIGIN CAMP(l, 2)/ 

PRINT=DEFAULT ESTIM/ 

CONTRAST(PREF)=SPECIAL(S*l, 1 1 1 1 -4, 3 -1 -1 -1 O. 

0 1 1 -2 0,0 1 -1 0 0)/ 

DESIGN=PREF.PREF BY RACE.PREF BY ORIGIN.PREF BY CAMP. 

PREF BY RACE BY ORIGIN, PREF BY RACE BY CAMP. 

PREF BY ORIGIN BY CANP,PREF BY RACE BY ORIGIN BY CAMP 

大阪大学大型計算機センターニュース -137- Vol. 18 i'io.2 1988-8 



19 MANOVA: 多変量分散分析
MANOVAは、多変量分散共分散分析に関する汎用プログラムである。 MANOVAを使用することにとっ

て、分散分祈および共分散分折を行うことができる。乱塊法(randomizedblock)、分割プロット

(split-plot)、入れ子型のデザイン、繰返しのあるデザインなども分析できる。また重回帰係数の

推定も可能であるし、主成分、判別関数の係数、正準相関係数など、一般線形モデル(general l in 

ear model)に関する様々な統計値を得ることができる。

19. 1 

MANOVA 従属変数リスト [BY要因リスト（最小値，最大値）．．．］

[WITH共変量リスト．．．］

[/WSFACTORSサプコマンド][/TRANSFORMサプコマンド］

[/WSDESIGNサプコマンド][/MEASUREサプコマンド］

[/RENAMEサプコマンド][/PRINT, NOPRINTサプコマンド］

[/PLOTサプコマンド][/METHODサプコマンド］

[/READサプコマンド][/WR! TEサプコマンド］

[/ANALYSISサプコマンド][/PARTITION] 

[/CONTRASTサプコマンド][/SETCONSTサプコマンド］

[/ERRORサプコマンド][/DES I GNサプコマンド］

MANOVAでは、まず最初に分析に用いる変数名の指定を行う必要がある。 MANOVAでは 3種

類の変数を用いる。従属変数および共変量は連続変量(continuousvariables)であり、要因 (fact

ors)はカテゴリカル変量である。

従属変数リストは、 MANOVAJ初ドの直後に続ける。晋通の場合、 MANOVAはリスト上の従属変数を

合成変置として扱う。つまり、 デザイン(multivariatedesign)を想定する。しかしながらA

NALYSISサプコマンドを使用することによって、変数の種類や組合せを変更することができる。

要因リストは、キーワードBYの後に続ける。要因名の後には、レベルの最小値と最大値を括弧で

囲んで指定する。この範囲外のケースは分析から除外される。レベルの値が連続した整数値でない

場合は、 RECODEコマンドを使って修正しておく必要がある。

共変量リストは、キーワードWITHのあとに続ける。

19. 2 サプコマンド

MANOVAには、非常に多くのサプコマンドがある。これらは次の 4つのグループに分けることがで

きる。

デザインに関するサプコマンド WSFACTORSサプコマンドは、繰返しのあるデザインにおける

被験者内要因(within-subjectsfactor)を指定する。 WSDESIGNサプコマンドは、被験者内要因
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のモデルを指定する。 MEASUREサプコマンドは、多変量で繰返しのあるデザインの場合の、プ

ールされた結果に付ける名前を指定する。 TRANSFORMサプコマンドは、従属変数や共変菫の線

形変換を行なう。 RENAMEサプコマンドは、変換された変数の名前を新しくつけなおす。

印刷出力に関するサプコマンドPRINTサプコマンドは、オプションの出力を行う。 PLOTサプコ

マンドは、オプションの分布図を出力する。

計算方法のオプションおよびモデルの指定に関するサプコマンド ANAしYSISサブコマンドは、

従属変数や共変量の組み替えや並べかえをおこなう。 DESIGNサプコマンドは、分析を行うデ

ザインモデルを指定する。 MANOVAの一番最後には、このDESIGNサプコマンドを置かなければな

らない。 METHODサプコマンドは、パラメータの推定に関するいくつかのオプションを提供する。

PAT!TIONサプコマンドは要因の自由度を分割する。 CONTRASTサプコマンドによって、対比のタ

イプを指定することができる。 ERRORサプコマンドによって、モデルで使用される誤差項を指

定する。

マトリックス入出力に関するサプコマンド WRITEサプコマンドによって、マトリックス出力

を行うことができる。この出力はREADサプコマンドによって読むことができ、後の分析で使

用することが可能である。

(1) ANALYSISサプコマンド

［書式] ANALYSIS [(REPEATED {CONDITIONAL })) 
{UNCOND !Tl ONAL} 

＝従属変数リスト [WITH 共変量リスト］

従属変数や共変量を組み替えたりならべかえたりする。 1つのDESIGNサプコマンドに対して、 AN

ALYSISサプコマンドは 1つだけしか指定できない。 ANALYSISサプコマンドを使えば、ある変数を分

析から除外することができる。また従属変数を共変量に変更したり、反対に共変菫を従属変数に変

更したりすることができる。 MANOVAコマンドによる従属変数や共変数リストの指定は、 ANALYSISサ

プコマンドの指定によって完全に無効となる。ただし要因に対しては、なんの影響も与えない。 A

NALYSISサプコマンドの中に含まれない変数は、 DESIGNサプコマンドによって分析に用いら

れることがある。 ANALYSISサプコマンドの中で、キーワードWITHの後にくるものが新しく共変量と

なる。スラッシュで区切ることにより、いくつかの従属変数のリストを 1つのANALYSYSサプコマン

ドのなかに書くことができる。ただし変数名が重なってはならない。例えば、

［例 1] MANOVA A,B,C,D,E,F BY FAC(l.4)/ 

ANALYSYS = (A.Bl Cl D WITHE) WITH Fl 

という指定は、

［例 2] MANOYA A. B. C, D. E, F BY FAC(l. 4)1 

ANALYSYS =AB WITH Fl DESIGNI 
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ANALYSYS = C WITH Fl DESIGN/ 

ANALYSYS = D WITHE Fl 

という指定と同じである。またANALYSYSサプコマンドの後に、括弧で囲んでキーワードCONDITIONA 

Lを続けると、後のリストに対しそれ以前の全ての従属変数を共変量に含める指定をしたことにな

る。例えば、

［例3] MANOYA A,B,C,D,E.F BY FAC(l.4)/ 

ANALYSYS(CONDIT!ONAL) = (ABC/DE) WITH F/ 

という指定は、

［例4J MANOVA A. B. C, D. E. F BY FAC(l. 4)/ 

ANALYSYS =ABC WITH F/ DESIGN/ 

ANALYSYS =DE WITH ABC F/ 

という指定をしたことと同じになる。繰返しのあるデザインの場合には、 ANALYSYSサブコマンドの

後に、キーワードREPEATEDを括弧で囲んで続ける。

(2) DESIGNサプコマンド

［書式］ DESIGN= (fCONSTANT ...) 
｛効果効E!3
([CONTI N攣1jh卜）
冒果翌

...) 
... BY効果．．．
. . . {WITHIN} 効贔効果．．．］｛六果ナ果
{W)  

([効果＋効果 ］ 
(f要因（水準）．：：・ [WITHIN要因（分割の指示）．．．］］
(CONPLUS ...) 
{ MWITHIN ... J 
｛［！眉贋悶~l l闘AINSTl {WITHINまたは 'I(){RES I DULまたは R)

{WRまたは RW l 
{n)  

被験者閻モデルの指定を行う。このサプコマンドは、何個でも使用できる。ある 1つのモデル

に対する指定の中でこのサプコマンドが 1番最後に来る。 これ以外の全てのサプコマンドは、 それ

に続く DESIGNサプコマンドに対して有効である。本サプコマンド省略時に採用される標準のモデル

は完全要因計画モデル (fullfactorial model)である。本サプコマンドでは、次のキーワードを

使用してモデルにおける効果のリストを指定する。主効果のみのモデルは、要因名を並べ、交互作

用の指定はキーワードBYでおこなう。例えば、 A、B、Cの3次の交互作用は、 ABY B BY Cと

よい。

9ナば

CONTIN いくつかの連続変菫をプールして単一の効果とする。 ANALYSISサプコマンド

に含まれていない連続変量と要因との間の交互作用も指定することができる。ただし共変

量間の交互作用は指定できない。

WITHINまたはW 入れ子型のデザインであることを示す。 WITHINの左側の項が右側の項の中に入
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れ子となっていることを示す。

プラス記号（＋） 効果をプールすることを示す。

CONSPLUS 

る。

従属変数の総平均(grandmeans)とパラメータ値の合計からなる推定値を得

誤差項を示すキーワード 次の 3種類が用意されている。

WITHINまたは w... セル内誤差項

RESIDUALまたは R... 残差誤差項

闘または RW... セル内誤差項と残差誤差項との結合

誤差項の指定は、まず最初にテストしたい項の名前を、続いてキーワードVSまたはAGAI

NSTのいずれかを、最後に誤差項のキーワードを書くことによって行う。例えば、

［例 5] DES I GN = AGE BY SEX AGAINST RES l DUAL 

という指定は、 AGEとSEXの2次の交互作用項について、残差を誤差項としてテストするこ

とを意味する。誤差項としてはこの 3種類のほかに、ユーザーによって最高10個まで定義

して用いることができる。項(term)= nと指定することにより誤差項として定義できる。

ここで nは1から 10までの整数である。例えば、

［例6] DESIGN = AGE BY TREATMENT = 1 

という指定は、 AGEとTREATMENTの2次の交互作用項を、誤差項 1として定義するというこ

とを意味する。誤差項の指定は、キーワードの場合と同じく、項(term) AGAINST n ま

たは 項(term) VS n という形で行なう。

CONSTANT 定数項(constantterm)をモデルの中に含める。一般にMANOVAは、自動的に定数

項をモデルに含める。ただしMETHODサプコマンドのなかでNOCONSTANTが指定された場合、

DESIGNサプコマンドのなかでCONSTANTを指定しない限り、定数項はモデルに含まれない。

淵 1THIN DES I GNおよびWSDES!GNサプコマンドのなかで使用され、繰返しのあるデザインで

の単純効果(simpleeffect)をテストするのに用いられる。

(3) WSFACTORSサプコマンド

［書式] WSFACTORS=被験者内要因名（レベル数）．．．

被験者内要因の要因名と水準(1eve!)を指定する。例えば、 DRUG!からDRUG4に対し被験者内要因

名としてTRIALと名付けたい場合には、

［例7] MANOYA DRUG! TO DRUG4/ 

WSFACTORS = TRIAL(4) 

と指定する。また被験者内要因が2つあり、最初が2水準で2番目が3水準の場合には、

［例 8] MANOVA Yl TO Y6 BY GROUP(l. 2)/ 

WSFACTORS = DRUG(2),DOSE(3)/ 
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というように指定する。 MANOVAコマンドのなかの従屈変数の並び方は、 WSFACTORSサプコマンドの

被験者内要因の順序と水準数できまる並び方と対応していなければならない。またMANOVAコマンド

のなかの従属変数の数は、被験者内要因の水準数の積の整数倍となっていなければならない。 'IISFA

CTORSサプコマンドは、サプコマンドのなかで 1番最初に置かなければならない。

(4) WSDESIGNサプコマンド

［書式] WSDESIGN=効果効果．．．

被験者内(within-subjects)モデルの指定を行なう。指定のしかたはDESIGNサプコマンドとほぼ

同様であるが、キーワードで使用できないものがあるなど、いくつかの点で異なる。

繰返しのあるデザインで使用する

(5) ANALYSISサプコマンド

［書式] ANALYSIS [(REPEATED) {CONDITIONAL })] 
{UNCONDITIONAL} 

＝従属変数リスト [WITH リスト］

キーワードREPEATEDをともなったANALYSISサプコマンドは、 WSDESIGNおよびWSFACTORSサプコマ

ンドで定義された被験者内要因の効果を生成する。このどちらかのサプコマンドがない場合、 ANAL

YS IS (REPEATED)を指定するとエラーメッセージが出る。 ANALYSIS(REPEATED)サプコマンドのなかで、

変数の指定を行うこともできる。

(6) MEASUREサプコマンド

［書式] MEASURE=新しい名前．．．

MANOVAでは、多変量で繰返しのあるデザインを分析することができる。このときPRINTサプコマ

ンドでキーワードSIGNIF(AYERP)を指定すると、 SPSSXは多変量の場合の結果とともに、従属変数が

プールされたもしくは”平均”された場合の結果も印刷する。 MEASUREサプコマンドは、このプー

ルされた場合の結果にラベル（名前）をつけるために使用される。

(7) TRANSFORMサプコマンド

［書式] TRANSFORM[(変数リスト）］＝［キーワード群］

従属変数や共変量の 1次変換の指定を行う。変数リストはスラッシュで区切り、全体を括弧で

囲む。各リストに含まれる変数の数は同じでなければならない。 MANOYAは、指定された変換を各リ

ストにたいして行なう。標準処理では、 MANOVAは全ての従属変数と共変量を変換する。 TRANSFORM

サプコマンドは、 1つのジョプのなかでいくつ使ってもよい。 7種類の変換が利用できる。変換の

種類を指定する前に、キーワードCONTRAST、BASIS、またはORTHONORMのいずれかを指定しなければな

らない。

以下の変換キーワードが使用できる。

DEVIATIONS(refcat) 従属変数を、リストに含まれる従属変数の平均と比較する。
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DIFFERRENCE 従属変数を、 リストのなかでその従属変数より前に位置する従属変数の平均と

比較する。 HELMERTの逆になる。

HELMERT 従属変数を、 リストのなかでその従属変数より後に位置する従属変数の平均と

比較する

SIMPLE(refcat)各従属変数を最後の従属変数と比較する。最後の従属変数以外の変数を比較の

基準にしたい場合は、その変数の番号を括弧で囲んでキーワードのあとにつける。

REPEATED 隣どうしの 2つの従属変数を比較する。 したがって隣りあう 2つの変数の差が

新しい変数となる。

POLYNOMIAL(metric) 変換リスト中の変数に、直交多項式(orthogonalpolynomials)を当ては

める。平均が 1番目の変数と置きかわる。以後 1次の成分が2番目の変数に、

の成分が3番目の変数にというように置き換わっていく。

さらに 2次

SPECIAL(matrix) 任意の変換マトリックスを指定することができる。ただし行および列の数

が変数の数と同じである正方行列でなければならない。

(8) RENAMEサプコマンド

［書式］ RENAME= {新しい名前）
{ * } 

TRANSFORMまたはWSDESIGNサブコマンドを使用して従属変数や共変量の変換を行った場合には、

RENAMEサプコマンドを利用して変数名を変更することができる。 RENAMEサプコマンドを使用しなけ

れば、以前の変数名がそのまま使用される。 RENAMEサプコマンドを使用する場合は、全ての変数に

ついて指定を行なわなければならない。このとき変数名を変更する必要の無いものに対しては、ア

ステリスク（＊）を指定すれば良い。

(9) METHODサプコマンド

［書式］ METHOD= [MODEL TYPE ({M饂））］
{OBSERVATIONS) 

[ESTIMATION((QR 
{CHOLESKY 

[SSTYPE({UNIQUE l)] 
{SEQUENTIAL) 

{NOLASTRES) 
{LASTRES) 

(NO BALANCED) 
{BALANCE[, } 

{CONSTANT))] 
{NOCONSTANT) 

MODELTYPE パラメータ推定のためのモデルを指定する。セル平均(eell means)モデルを使用

する場合はMEANSを、観測(observations)モデルを使用する場合はOBSERVATIONSを指定す

る。

ESTIMATION パラメータ推定の方法に関する指定を行なう。選択肢のペアが 4組あり、それそ

れどちらか 1方を選択する。

QRまたはCHOLESKY QRを使用すると一般に非常に正確な推定値が得られる。 コレスキ

一法を用いる場合にはCHOLESKYを指定する。
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SSTYPE 

NOBALANCEDまたはBALANCED MANOVAは普通、バランスのとれていない（セル内のケー

ス数が等しくない）デザインを想定している。つまり NOBALANCEDが標準である。 しかしな

がら直交性をもつバランスのとれたデータを分析する場合には、キーワードBALANCEDを指

定することによって、処理時間を大幅に節約することができる。

NOLASTRESまたはLASTRES MANOVAでは、最高次の交互作用のパラメータ推定値を必要

としない場合には、これを省略し計算時間を大幅に節約することができる。省略した場合

でも、交互作用の有意性の検定は行なうことができる。モデルの最後にこの交互作用を指

定すれば、 MANOVAは減算によりこの効果に対する平方和を計算することができるからであ

る。キーワードLASTRESを指定することによって、 MANOVAはこの計算を行なう。

CONSTANTまたはNOCONSTANT CONSTANTを選択すると、 たとえDESIGNサプコマンドのな

かではっきりと指定しなくとも、定数項がモデルのなかに含まれる。 NOCONSTANTを選択す

ると、定数項はモデルのなかに含まれない。

MANOVAには、平方和を分解する手法が2通り用意されている。 2.l版からは回婦的手

法が標準となっている。この場合ある項の効果は、他の全ての項の効果について調整され

る。キーワードUNIQUEを指定したばあいもこの手法が用いられる。

平方和を階層的に分解する場合には、キーワードSEQUENTIALを指定する。

項はDESIGNサプコマンドのリスト上で先行する項に対してのみ調整される。

この場合、各

これは直交分

解であり、モデル中の各平方和を加えていくと全体の平方和と

pssxではこの手法が標準となっている。

しくなる。 2.l版以前のS

(1 0) PARTITIONサプコマンド

［書式］ PARTITION (要因名） [= (lj自1度目由度 ｝）］ 

要因に関する自由度を分割する。サプコマンド名の後に要因名を括弧で囲んで続ける。 さらに等

号を続け、その後に分割された自由度を示す整数のリストを括弧で囲んで続ける。例えば、水準が

12 (したがって自由度は11)である要因TREATMNTを、自由度 1に分割したい場合には、

［例9J PARTITION(TREATMENT) = (1.1.1. l. 1. 1.1. 1.1. 1.1.)/ 

と指定する。同じ整数が続くときはアステリスク（＊）を使うこともできる。次の

［例 10) PARTITION(TREATMENT) = (11*1)/ 

という指定は、最初の指定とまったく同じである。どの要因も標準として最初は自由度 1に分割さ

(1 1) CONTRASTサプコマンド

［書式］ CONTRAST (要因名）＝｛郎且紅四[(refact)] } 
{SIMPLE (refact)] } 
{DI FERENCE } 
{HELMERT } 
{REPEATED } 
{POLYNOMIAL[((1. 2. 3, ... })]} 
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{metric) } 
{SPECIAL(マトリックス） ｝ 

ある要因の水準間の対比を指定する。次の 7種類の対比指定用のキーワードがある。

DEV !AT ION (ref cat) 総平均からの偏差。 MANOVAはふつう最後のカテゴリーについての偏差を

省略する。しかし偏差の合計は 0にならなければならないから、他の偏差の合計がわかれ

ば、省略された偏差も簡単に求めることができる。カテゴリーの数字を括弧で囲むことに

よって、省略されるカテゴリーを指定することもできる。対比マトリックスの一般形は次

の様になる。ただし Kは水準数である。

mean (1/k 1/k・・・1/k 1/k) 

df(l) (1-1/k -1/k ... -1/k -1/k) 

df(Z) (-1/k 1-1/k -1/k -1/k) 

DIFFERENCE ある水準と、それより前に位置する水準の平均との対比を行う。ヘルマート対

比の逆になる。対比マトリックスの一般形は次の様になる。

mean t 1/k 1/k 1/k・・・1/k) 

df(l) (-1  0 ••• 0) 

df (2) -1/2 -1/2 ー 0) 

df(K-1) (-1/(k-l) -1/(k-l) -1/(k-1)・・・1) 

SIMPLE(refcat) 各水準と最後の水準との対比を行う。最後の水準以外を比較カテゴリーと

したい場合は、その水準の番号を括弧で囲んで指定する。対比マトリックスの一般形は次

の様になる。

mean 1/k 

df (1) 

df (2) 

。

k
 
/

0

1

 

ー k
 
/

0

0

 

ー 1/k) 

-1) 

-1) 

d f (K-1) (0  0・・・1  -1) 

HELMERT ヘルマート対比を行なう。ある水準と、それより後に位置する水準の平均との対比

を行う。対比マトリックスの一般形は次の様になる。

mean 

df (1) 

df (2) 

1/k 1/k 

1 -1/(k-l) 

0 1 

大阪大学大型計算機センターニュース

1/k 1/k) 

-1/(k-l) -1/(k-l)) 

-l/(k-2) -1/(k-2) 

-145- Vol. 18 No.2 1988-8 



df(K-2) ( 

df(K-3) ( 

0

0

 

0

0

 

ー -1/2 

1 

-1/2) 

-1) 

POLYNOMIAL 直交多項式対比 (orthogonalpolynomial contrasts)を行う。水準間の間隔を

指定することができる。等間隔の場合には、水準数を Kとすると、 1から Kまでの連続す

る整数を指定する。水準間の間隔が異なる場合には、それに対応した数値を指定する。例

えば、第 2のグループおよび第 3のグループに対する投薬量が、それぞれ第 1のグループ

の4倍および7倍である場合には、

CONTRAST(DRUG) = POLYNOMIAL(l. 4, 7)/ 

と指定すればよい。

REPEATED 隣あう 2つの水準問の比較を行う。対比マトリックスの一般形は次の様になる。

mean (1/k 1/k 1/k・・・1/k  1/k) 

df(l) ( -1 0 ... 0 0) 

df(Z) (0  0 0) 

df(K-1) (0  0 0 1 -1) 

SPECIAL 利用者の定義する対比を行う。行と列の数は水準の数と等しくなければならない。

次の例は4水準の要因TREATMNTにたいするものである。

［例 11] CONTRAST(TREATMNT) = SPECIAL(l l l 1 

3-1-1-1 

0 2 -1 -1 

0 0 1 -1)/ 

(1 1) SETCONSTサプコマンド

［書式] SETCONST=[ZETA(数値） ] [EPS (数値）］

MONOVAで使用される重要な定数の設定を行う。

ZETA (zeta) パラメータ推定のための基本マトリックスを構成するときや、印刷時に使用する

ゼロの絶対的な値を設定する。標準値は、 10―’である。

EPS (eps) コレスキー分解などを行なう時の、マトリックスの対角線要素をチェックするた

めに使用するゼロの相対的な値を設定する。標準値は、 10―’である。

(1 2) ERRORサプコマンド

［書式] ERROR= {WITH l N } または {W l 
{RES I DUAL } {R } 
悶ITHI N+RES I DUAL I {WR} 
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被験者間の各効果に対する標準設定の誤差項を指定する。

WITHIN 

RESIDUAL 

セル内の誤差項をもちいる。 wと省記できる。

残差誤差項をもちいる。 Rと省記できる。

WITH I N+RES !DUAL セル内誤差項と残差誤差項をプールしてもちいる。 WRまたはRWと省記で

きる。

n
 

DESIGNサプコマンドのなかで指定された項(model term)を使用する。

なおMANOVAは、以下の基準にしたがって誤差項を選択する。

• もしセル内誤差項があれば、これを使用する。

・セル内誤差項がなければ、残差誤差項を使用する。

・オプザベイションモデル(observationsmodel)を使って処理されたデザインにたいしては、セ

ル内誤差項と残差誤差項のプールされた誤差項がデフォルトとなる。

(1 3) PRINT, NOPRINTサプコマンド

［書式] {PR INT ) = {キーワード群｝

{NOPRI NT) 

MANOVAによる各種の印刷出力をコントロールする。 PRINTサプコマンドによって指定された項目

が印刷される。反対にNOPRINTサプコマンドは、指定する項目の印刷出力を停止する。キーワード

の指定方法はどちらのサプコマンドも同じである。例えば、

［例 12] MANOVA Y BY A(l. 3) WITH X/ 

PRINT=CELLINFO(MEANS) 

という指定によって、各セルの平均が印刷される。

以下のキーワードが使用できる。

CELLINFO([MEANS] [SSCP] [COY] [COR]) セルに関する情報が印刷される。

MEANS 各セルの平均、標準偏差、および頼度(count)

SSCP 積和行列

COY 分散共分散行列

COR 相関行列

HOMOGENEITY ([BARTLET] [COCHRAN] [BOXM]) 分散の同質性についての統計量を印刷する。

BARTLETT バートレット・ボックスのF。

COCHRAN コクランの C。

BOXM ボックスのM (多変量の場合のみ）。多変量で繰り返しのあるデザインの場合

には特に有効である。

DESIGN([ONEWAY] [OVERALL] [DECOMP] [BIAS] [SOLUTION]) 

れる。

デザインに関する情報が印刷さ
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ONEWAY 各要因についての一元配置の基礎統計醤。

OVERALL デザインマトリックス。

DECOMP デザインにたいする QR/コレスキー分解。

BIAS デザイン中のバイアスを示す係数。

SOLUTION 効果の検定に用いられたセル平均の、 1次結合の係数。

PRINCOMPS ([COR] [NCOMP (n)] (MINEIGEN(eigencut)] [COY] [ROTATE(rot type)]) 

する統計量を印刷する。

COR 誤差相関(errorcorrelation)行列についての王成分分

析。

COY 誤差分散共分散行列についての主成分分析。

王成分に関

ROTATE(rottype) 回転の種類を指定する。括弧のなかに、 VARIMAX、EQUAMAX、QUARTMAX、ま

たはNOROTATEのいずれかを指定する。

NCOMP (n) 回転する主成分の数を指定する。

MINEIGEN(eigencut) 主成分の抽出を打ち切る

る。

として、最小固有値eigencutを指定す

ERROR ([SSCP] [COV] [COR] [STDDEV]) 誤差に関する統計量を印刷する。

かっこ内のキーワードはキーワードCELLINFOの項を参照。 STDDEVは標準偏差。 SSCP 

SIGNIF([狸旦且］［且国］［四座述］［堕且][HYPOTH] [STEPDOWN] 

[AVERF] [BRIEF] [AVONLF] [S INGLEDF]) 有意性の検定に関する を印刷する。

MULTIV グループ間の差についての多変量Fテスト。標準出力。

EI GEN S • S , -'の固有値。標準出力。

DIMENR dimension-reduction分折＊。標準出力。

UNIV 単変置Fテスト。標準出力。

HYPOTH 仮説による SSCPマトリックス。

STEP DOWNロイ・バーグマンのステップダウン Fテスト。

AVERF 繰り返し要因にたいする平均Fテスト (averagedF test)。

BRIEF 多変量に関する出力を縮小して印刷する。

AVONLY 平均された結果のみを出力。繰り返しのある要因にたいし

てもちいる。

SINGLEDF自由度 1の効果のリスト

DISCRIM([RA附] [STAN] [ESTIM] [COR] [ROTATE(rottype)] [ALPHA(alpha)]) 多変量分析にお

ける従属変数や独立変数のセットに対し正準分祈を行う。もし予測値(predictor)のセ

ットが連続変菫であるならば、 MANOVAは正準相関分析の結果を印刷する。もし予測値のセ
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ットがカテゴリカル変量である場合には、正準判別分析の結果を印刷する。

RAW 標準化されていない判別関数の係数。

STAN 標準化された判別関数の係数。

EST!M 正準変菫についての効果の推定値。

COR 正準変量と従属変数との間の相関。

ROTATE(rottype)正準変菫と従属変数との相関行列の回転を指定する。括弧の中にVARIMA 

x、EQUAMAX、およびQUARTMAXのいずれかを指定する。

ALPHA(alpha) 有意水準alphaの指定。標準値は.15。

PARAMETERS([ESTIM] [ORTHO] [COR] [NEGSUM]) パラメータ推定値に関する情報を印刷する。

ESTIM 推定値、標準誤差、 tテスト、および信頼区間についての情報が印刷される。 2.

1版以前では、これがデフォルトである。

ORTHO パラメータの直交推定値(orthogonalestimates)。

NEGSUM 省略されたカテゴリーにたいするパラメータ。

OMEANS ([VAR !ABLES (変数リスト）] [TABLES ({要因名 ））］） 

観察値の平均値の表を印刷する。

（要因名 BY要因名｝
{CONSTANT 

PMEANS ([VARIABLES (変数リスト）] [TABLES ((堅因名 ｝）］） 
｛要因名 BY要因名｝
!CONSTANT 

[ERROR(erroron)] 

予測値の平均値の表を印刷する。共変量があり、誤差項が複数あるデザインでは、平均値

を計算するためにどの誤差項の回婦係数を使用するかを、キーワードERRORで指定する。

指定方法はERRORサプコマンドの場合と同じである。

POBS [ERROR(erroron)] 各ケースについての予測値と残差を印刷する。各従属変数について

の観測値、予測値、残差（観測値ー予測値）、標準化残差（残差を誤差の標準偏差で割っ

たもの）が印刷される。 PMEANSの場合と同様、共変量があり、誤差項が複数あるデザイン

にたいしては、キーワードERRORによる誤差項の指定が必要である。

TRANSFORM 多変菫で繰返しのあるデザインやWSFACTORSコマンドを使用した場合、変数にたい

してどのような変換が行なわれたかを知る。

FORMAT({匹匹_}) MANOVAによる印刷は、デフォルトの場合 13 2桁の幅で行なわれる。もし 7

(NARROW} 2桁で印刷したい場合には、 NARROWと指定する。

(1 4) PLOTサプコマンド

［書式] PLOT=図形名など

図形名で与える次のような図を印刷させる。
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CELLPLOTS セルに関する統計量を用いた図として、セル平均ーセル分散の分布図、セル平均ー

セル標準偏差の分布図、セル平均のヒストグラムを作成する。

BOXPLOT 間隔尺度の各変数について、箱型の図を印刷する。

NORMAL 各連続変量について、 normalおよび detrendednormal図を印刷する。

STEMLEAF 間隔尺度の各変数について、幹葉表示(stem-and-leafdisplay)の印刷をおこなう。

ZCORR 多変量分析における従属変数間の、セル内相関(within-eells correlations)の図。

PMEANS 各従属変数について、推定値の平均、調整された平均、観測値の平均のそれぞれが、

グループごとに図示される。また、平均残差(meanresiduals)も、各従属変数についてグ

ループごとに図示される。

POBS 以下の図が印刷される。観測値ー標準化残差の図、予測値―標準化残差の図、標準

化残差に対する、 normalおよび detrended normal probabilityの図。

SIZE 縦軸および横軸の長さを変更する。縦軸の長さ25行、横軸の長さ40桁が標準値とな

っている。

(1 5) WRITEサプコマンド

［書式] WRITE 

各種のデータを外部ファイルに出力する。外部ファイルの指定は、 PROCEDUREOUTPUTコマンドで

行なう。 MANOVAは、 6種類のレコードを外部ファイルに出力する。タイプ 1には、デザイン

に関する情報が含まれている。タイプ2および3には、セルのコードとセルごとの平均に関する情

報が含まれている。タイプ4にはセルごとの度数が含まれている。タイプ5には、セル内の誤差相

関行列が含まれている。タイプ6には、セル内の標準偏差が含まれている。

(1 6) READサプコマンド

［書式] READ 

WRITEサプコマンドで出力された各種のデータを読み込む。

19. 3 オプション

l 標準処理では、変数のいずれか lつにでも欠損値のあるケースは計算から除外されるが、本

オプションにより、欠損値をもつケースも計算に含められる。

20 BOX-JENKINS・．時系列データの解析

このサププログラムはBoxand Jenkins(1976)の手法によって一変数時系列データヘの統計モデ

ルのあてはめとそのモデルにもとづく予測を行うものである。時系列解析であるため、ケースの

順序に意味があり、データは等間隔で並んでおらねばならず、しかも欠損値は許されない。対数変

換、累乗変換、季節差分および非季節差分などのデータ変換機能が準備されている。時系列データ

のモデル化の作業は一時的モデルの同定、パラメータの推定、および予測という三段階で構成され
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ており、適切なモデルが確定するまで最後の段階は実行できない。また、バッチモードでのこの作

業を容易にするため、十分な情報が容易に高率よく入手できるよう配慮されている。

20. 1 一般書式

BOX-JENKINS VARIABLESサプコマンド／

［／系列変換サプコマンド］［／モデル指定サプコマンド］

［／アルゴリズム指定サプコマンド］［／初期値指定サプコマンド］

［／予測指定サプコマンド］［／表示指定サプコマンド］

[/ !DENT! FY] [/EST !MATE] [/FORECAST] 

上記のように、変数および解析段階の指定のほかに、各段階ごとに必要な情報を入力するためと

出力要求のためのサプコマンドが用意されている。ここで使用されるキーワードは先頭三文字のみ

有効で、四文字目以降は省略できる。上記の一般書式で注意すべきことは、解析段階の指定は他の

すべてのサプコマンドの後でなくてはならないことと、少なくとも一つは解析段階を指定しなくて

は成らないことである。

20. 2 解析段階の指定

以下の 3キーワードのうち少なくとも一つを指定する。この指定は一つの処理についての指示の

終りと見なされるので、必ず他のすべてのサプコマンドの後に置かなくてはならない。

IDENTITY モデルの同定。

ESTIMATE パラメターの推定。

FORECAST モデルにもとづく予測。

20. 3 サプコマンド

20. 3. 1 VARI ABLESサプコマンド

［書式] VARIABLES=変数リスト

等間隔で観測された時系列データの変数を指定する。変数は最大10個まで指定できるが、それぞ

れ個別に分析されるだけで、変数間の関係やラグなどの解析はされない。

20. 3. 2 系列変換サプコマンド

データの分散を全期間にわたって一定にするための対数または累乗変換、季節的および非季節的

な非定常値を除くための差分、およびこれらに付随した季節を作る期間および自己相関係数などの

計算のためのおくれの指定を含む。

(1) LOGサプコマンド

［書式] LOG [ = (定数）］
{Q_} 

新変数値=ln (旧変数値＋定数） により自然対数に変換する。

(2) POWERサプコマンド
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［書式］ POWER= (n [. {定数）］）
{Q_) 

新変数値＝（旧変数値＋定数） n

(3) DEFERENCEサプコマンド

により累乗変換する。

［書式］ DI FERENCE=階数l[THRU階数2[BY {増分）］］
{L__} 

非季節的差分を行う。 THRUを使用することにより複数のモデルを指定できる。一般には二
次な

いし三次の差分で定常化することができる。推定または予測の段階でTHRUを使用すると、
それぞれ

のモデルごとに各種の計算結果が出力されることになるので、同定の段階で限定してお
くこが望ま

しい。

(4) SD I FFERENCEサプコマンド

節的差分を行う。書式はDEFFERENCEサプコマンドと同様であるが、

プコマンドが必要である。

(5) PERIODサプコマンド

［書式］ PERIOD= {期間｝
｛ピl

これに続いて、 PERIODサ

季節的差分を行うための季節を構成する期間を指定する。単位は観測値のそれとする
。季節的差

分を行う時は必須である。

(6) LAGサプコマンド

［書式］ LAG= {おくれ｝
｛廷――}

自己相関係数、自己共分散、偏自己相関係数、残差の自己相関係数の計算で使用する
おくれの最

大値を指定する。

20. 3.3 モデル指定のサブコマンド

(1) P,Q,SP,SQサプコマンド

［書式］ {P } = {パラメータ 1} [THRUパラメータ 2]
{Q } {O 

悶
自己回帰 (Pサプコマンド）、移動平均 (Qサプコマンド）、季節的自己回帰 (SPサプコマン

ド）、

季節的移動平均 (SQサプコマンド） のパラメータの数を指定する。 THRUにより幅で指定し、
複数の

指定を同時に行うことができるが、推定または予測の段階 (20. 

の出力があるので注意が必要である。

(2) MALAG, ARLAGサプコマンド

［書式］ lMALAG) =パラメータ1.パラメータ 2
{ARLAG 

2参照） でこれを行うと、大量

移動平均 (MALAG)、自己回帰 (ARLAG)パラメータを非連続的に指定する。 P,Qサプコマンドの
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代用として用いることができ、より柔軟な指定ができる。

次の 2例はまったく同じ効果となる。

［例 1] Q=3 

［例 2] MALAG= 1. 2, 3 

(3) CONSTANT, NCONSTANTサプコマンド

［書式] {CONSTANT) 
INCONSTANT} 

定数項のあてはめを行う (CONSTANT)か、行わない (NCONSTANT)かを指定する。

(4) CENTER. NCENTERサプコマンド

［書式] {CENTER) 
{NCENTER} 

NCENTERでは、推定に先立って変数値を平均値の周囲に集中させないようにする。 CENTERとする

と、全体の定数項の影響を考慮しないことになる。

20. 3, 4 アルゴリズム指定サブコマンド

パラメータ推定のための計算における収束判定条件、最大反復数、後方予測数、計算途中での検

定など、アルゴリズムを指定するもので、大部分は特に指定しなくとも十分な結果が得られる。

(1) ITERATEサプコマンド

［書式] ITERATE=反復数

推定値の計算ルーチンが収束するまでに使用する最大反復数で、省略時は40となる。

(2) BFRサプコマンド

［書式] BFR=後方予測数

推定値の計算で使用する後方予測値で、省略時は 0となる。

(3) TEST, NTESTサプコマンド

［書式] {TEST } 
｛肛姪Il

TESTでは、収束のための繰り返しごとに推定値の検定を行い、 NTESTではこれを行わない。

(4) PPRサプコマンド

［書式] PPR=経過出力間隔

収束のための反復計算の途中経過を印刷する間隔で、省略時は 5回の反復ごとに印刷される。

(5) PCON, PP, PQ, PSP, PSQサプコマンド

［書式］ サプコマンド名＝（進み幅1.進み幅2,. .,) 

最終推定値の計算ルーチンにおいて使用する進み幅を指定するもので、省略時はすべて0.lとな

る。この指定はそれぞれ、 P,Q, SPおよびSQサプコマンドで指定したパラメータの数と対応していな

9ナらばならない。
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(6) TCON. TP. TQ. TSP, TSQサプコマンド

［書式］ サプコマンド名＝（収束条件l[,収束条件2,... ]) 

推定値許容誤差で、反復計算の途中で推定値の差がこの値よりも小さくなったら収束したと判定

して反復を止めるもので、省略時はすべて0.001となる。それぞれ定数項， P,Q,SPおよぴSQサプコ

マンドのパラメータ数と対応していなけらばならない。

20. 3. 5 初期値推定サプコマンド

各パラメータの初期推定値は先行する同定の段階で得られるが、別の方法で得られた初期値を指

定する時に使用するものである。

(1) ICON, IP, IQ. ISP. !SQサプコマンド

［書式］ サプコマンド名＝（初期値1.[初期値2'...]) 

これらの指定はそれぞれ定数項， P,Q,SPおよびSQサプコマンドのパラメータ数と対応しなくては

ならない。省略時はすべて、 0が採用される。

20. 3. 6 予測指定サプコマンド

予測の開始点、先行数、信頼幅、最終推定値など予測の作業に必要な情報を指定するものである。

(1) ORIGINサプコマンド

［書式］ ORIGIN={ケース番号1bJHRUケース番号2])
｛最終ケース番古 ） 

予測を開始するケースを指定するもので、そのケース番号で指定する時は正の整数で表示し、最

終ケースから何ケース分戻ったかで指定する時は負の整数で表示する。

(2) LEADサプコマンド

［書式] LEAD=先行ケース数

逐次予測における最大先行ケース数で、省略時は12となる。 PERIODサプコマンドとの関連で適切

な数を指定する。

(3) CINサプコマンド

［書式] CI N=信頼区間

予測値の信頼区間の百分率で、省略時は95%信頼区間が採用される。この区間は予測のグラフに

も表示される。

(4) FCON, FP, FQ, FSP, FSQ 

［書式］ サプコマンド名＝（値1,[値2•... ]) 

予測の作業に使用するパラメータの最終推定値で、それぞれ定数項,P, Q, SPおよびSQサプコマン

ドのバラメータ数と対応しなくてはならない。

20. 3. 7 表示指定サプコマンド

BOX-JENKINSではSTAT!SI Tl CSコマンドによる追加統計はなく、代りに以下のサプコマンドで追加
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統計を指示する。

(1) PRINTサプコマンド

［書式] PRINT=[ACF] [PACF] [ACVF] [SER] [TSER] [DSER] 

[RES ID] [RACF] 

予測値のほかに追加して印刷する数表を選択する。

ACF 自己相関関数。同定段階で印刷される。

PACF 偏自己相関関数。同定段階で印刷される。

ACVF 自己共分散関数。同定段階で印刷される。

SER 時系列（原系列）。同定段階で印刷される。

TSER 定数または累乗変換された時系列。同定段階で印刷される。

DSER 差分化された時系列。同定段階で印刷される。

RESID 残差系列（モデル推定時のみ）。推定段階で印刷される。

RACF 残差の自己相関関数。推定段階で印刷される。

(2) PLOTサプコマンド

［書式] PRINT=[ACF] [PACF] [SER] [TSER] [DSER] 

[RES ID] [RACF] [FCF] [FLF] [CI N] 

作成するグラフを選択する。キーワードのうち、 ACF-RACFはPRINTサプコマンドと同じである。

FCF 予測関数。予測段階で作成される。

FLF 固定先行予測。予測段階で作成される。

CIN 信頼区間。予測段階で作成される。

21 NPAR TESTS 

変数の分布に関する種々のノンパラメトリック・テストを行なう。例えば、ある変数が正規分布

であるか、二つの変数が同じ母集団からの標本であるか、などのテストを行う。 NPA.RTESTでは次

のようなサブコマンドが14種類のテストに対応している。

CHI-SQUARE 等分布または指定した分布に対する適合度のテストで、名義尺度以上の変数が対

象。

K-S(その1) Kolmogorov-Smirnov one sampleテストで、等分布、正規分布、ポアソン分布ヘ

の適合度をテストする。間陽尺度以上が対象。

RUNS 連テスト。 2値変数または順位尺度以上が対象。

MCNEMER 2変数間の独立性の検定で、 2値変数が対象。

SIGN 

WILCOXON 

2変数が同一母集団からのものかの検定で、順位尺度以上が対象。

同上。
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COCHRAN 

FRIEDMAN 

MEDIAN 

多変数間の独立性の検定で、 2値変数が対象。

k個の変数が同じ母集団からのものかの検定で、順位尺度以上が対象。

k個のグループが同じちゅうおうちを持つ母集団からのものかの検定で、順位
尺度

M-W 

w-w 

以上が対象。

Mann-WhitneyのUテスト。二つのグループが同一母集団からのものかの検定で、対

象は順位尺度以上。

Wald-Wolfowitzの連テスト。同上。

K-S(その2)

MOSES 

K-W 

Kolmogorov-Smirnov two sampleテスト。同上。

二つのグループの幅の途いをテストするもので、順位尺度以上が対象。

Kruskal-Wallisの一元配置分散分析で、 K個のグループが同じ母集団からのものか

を検定する。対象は順位尺度以上。

21. 

NPAR TESTS 

一般書式

[CHI-SQUAREサプコマンド/[EXPECTEDサプコマンド］］

[/K-Sサプコマンド][/RUNSサプコマンド][/BINOMIALサプコマンド］

[/MCNEMARサプコマンド][/SIGNサプコマンド][/WILCOXONサプコマンド］

[/COCHRANサプコマンド][/FR I EDMANサプコマンド][/KENDALLサプコマンド］

[/MEDIANサプコマンド][/M-Wサプコマンド][/K-Sサプコマンド］

[/W舟サプコマンド][/MOSESサプコマンド][/K舟サプコマンド］

サプコマンドを複数並べて同時にいくつかの検定を行なっても、また同じ
サプコマンドを 2回以

上使用してもよい。

21. 2
 
サブコマンド

(1) CH I-SQUARE, EXPECTEDサプコマンド

［書式］ CHI-SQUARE=変数リスト ［（最小．最大）］／

[EXPECTED= {EQUAL } ] 
{fl.f2, ... ,fn} 

最小，最大は整数値を用いて変数の範囲を指定する。変数が整数でないも
のに用いると、すべて

の値は整数値にまるめられる（小数点以下を切捨てる）。 EXPECTEDにより、 テ
ストすべき分布を相

対頗度の形で指定する。これを省略またはEQUALを選んだ時は、一様分布が仮定
される。

［例 1] CHI-SQUARE=A(l. 5)/EXPECTED=l2, 3*16, 18 

この例では、変数Aのカテゴリー 1-5の相対頼度が12.16.16, 16, 18の仮説が検定
される。

(2) K-Sサプコマンド (1グループ）

［書式］ K-S ({UN I FORM} [. パラメータ］）＝変数リスト
{NORMAL) 
{PO I SSON} 
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変数リストは分布をテストされる変数名。仮定する分布はキーワードUNIFORM(一様分布）、 NOR

MAL (咳分布）、 POISSON(ボアソン分布）の中から一つを選ぶ。各キーワードにつづくパラメータ

は次のとおりである。パラッメータを省略すると標本値が使用される。

UNIFORM 

NORMAL 

POISSON 

最小と最大

平均と標準偏差

平均

(3) RUNSサプコマンド

［害式］ RUNS ({MEAN I) =変数リスト
{MEDIAN) 
{MODE I 
｛値｝

MEAN.MEDIAN.MODEまたは指示する値を連テストの分岐点とする。

(4) MCNEMAR, SIGN, WILCOXONサプコマンド

［書式］ {MCNEMAR) =変数リスト
{SIGN) 
{WILCOXON) 

[WITH変数リスト］

使用する変数とその組合せを指示する。

［例 2J MCNEMAR=A BC (A, B) (A, C) (B C) の組合せでテストされる。

(5) COCHRAN, FRIEDMANサプコマンド

［書式］ {COCHRAN)=変数リスト
{FRIEDMAN} 

(6) MEDIANサプコマンド

［書式］ MEDIAN[ (値）］＝従属変数リスト BY独立変数（値1.値2)

独立変数によりグループ分けをする。値1のグループから値2までの値か値1+1のグループに分け、

従属変数のそれぞれについてテストする。 MEDIANの後の値は仮定するMEDIANで、省略すると標本値

を使用する。

(7) M堺， K-S(2グループ），W舟サプコマンド

［書式］ {M舟｝＝従属変数リスト BY独立変数（値1.値2)
{K-S} 
{W-W) 

MEDIANサプコマンドとほぼ同じであるが、

(8) MOSESサプコマンド

グループは値lと値2の二つだけとなる。

［書式］ MOSES(n)=従属変数リスト BY独立変数（値1.値2)

値1は制御グループを識別する値、値2は被検グループを識別する値。 nは、値の小さいものと大

きいものを削除するときの各ケース数を指示するもので、省略するとそれぞれ5%が削除される。

(9) K-VIサプコマンド

［書式］ k舟＝従属変数リスト BY独立変数（値1.値2)

大阪大学大型計算機センターニュース 157- Vol. 18 No,2 1988-8 



MEDIANサプコマンドと同様で、値2-値l+lのグループに分ける。

21. 3 オプション

l 欠損値の解除。

2 使用する変数のうち一つでも欠損値があればそのケースを除外する。

3 テストされる変数の組合せの特殊な扱い。

VARA VARB VARC ... に対しては、 (VARA,VARB) (VARB, VARC) ...、 VARAVARB WITH VARC 

YARDに対しては、 (VARA,VARC)(CARB, YARD)のように組合せる。

4 ケース数が多くて作業領域が不足するときサンプリングを行う。ただし、 RUNSテストではこ

のオプションは無視される。

5 結果出力の印刷幅を75桁とする。

21. 4 追加統計

l 記述統計（平均、最小、最大など）を出力する。
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